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利用にあたって 

１．結果は百分比で表示した。表及び解説の百分比は小数点第２位を四捨五入したため、 

合計が100％に過不足することがある。 

２．図表中の「ｎ」「ｎ＝○」は回答者数を表し、百分比算出の基礎となっている。 

３．２つ以上の回答を認めたものは、その百分比の合計は100％を超える。 

４．文中及び図表における「平成18年度調査」は、 

「平成18年度第7回県民アンケート調査（平成18年9月～10月実施）」を指す。 
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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査項目 

（1）県の広報について（11問） 

（2）男女共同参画社会について（3問） 

（3）新潟県民会館へのネーミングライツ導入について（5問） 

２ 調査目的 

（1）県の広報に対する県民の意識を把握し、今後の効果的な広報活動のあり方を検討する。 

（2）「男女共同参画社会基本法」の認知度等を調査し、「新潟県男女共同参画計画」の達成

度を把握する。 

（3）県民会館のネーミングライツ導入について、県民の意見を聞き、今後の検討のための

参考とする。 

３ 調査期間 

平成20年1月18日（金）～2月1日（金） 

４ 調査方法 

郵送調査 

５ 調査対象者 

県民アンケート調査協力員 330人 

７ 回答者数 

285人（回収率86.4％） 

８ 回答者の構成 

対 象 者 回 答 者 
 実  数 

（人） 

構 成 比 
（％） 

実  数 
（人） 

構 成 比 
（％） 

回 収 率 

（％） 

合  計 330 100.0 285 100.0 86.4 

男 性 165 50.0 142 49.8 86.1 男
女 
別 女 性 165 50.0 143 50.2 86.7 

20～39歳 102 30.9 84 29.5 82.4 

40～59歳 122 37.0 107 37.5 87.7 

年 

代 

別 60～89歳 106 32.1 94 33.0 88.7 

下 越 32 9.7 24 8.4 75.0 

新 潟 120 36.4 104 36.5 86.7 

中 越 94 28.5 85 29.8 90.4 

魚 沼 35 10.6 32 11.2 91.4 

上 越 40 12.1 31 10.9 77.5 

地 

区 

別 

佐 渡 9 2.7 9 3.2 100.0 



 

 2 

「県民だより」をご覧いただいていますか。
（n=285）

無回答
0.4%

存在を
知らなかった

6.3%

ほとんど
読まない

21.8%

よく読む
26.3%

時々読む
45.3%

Ⅱ 調査結果の要旨 
 

１ 県の広報について 

（1）「県民だより」について 

 「県民だより」については、「時々

読む」（45.3％）が最も多く、「よく

読む」は26.3％となっている。一方

「ほとんど読まない」は21.8％、

「存在を知らなかった」が6.3％と

なっている。 

 調査票同封の「県民だより」（平成

20年1月発行）については、『読みや

すさ』『文章のわかりやすさ』『紙面

のレイアウト』でそれぞれ７割～８

割が良好と評価している。『情報

量』については、「ちょうどよい」

が過半数（53.7％）を占めた。 

 『読みやすさ』『文章のわかりやす

さ』『紙面のレイアウト』『情報量』

は、いずれも女性からの評価が高い。 

 

ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）
（n=285）

わからない
4.6%読みづらい

2.8%

どちらかというと
読みづらい

20.4%

読みやすい
24.9%

どちらかというと
読みやすい

46.7%

無回答
0.7%

『読みやすい』 計
71.6%

『読みづらい』 計
23.2%

イ） 文章の分かりやすさ
（n=285）

無回答
1.4%

どちらかというと
わかりやすい

48.1%

わかりやすい
33.3%

どちらかというと
わかりづらい

10.9%

わかりづらい
1.8%

わからない
4.6%

『わかりやすい』
計

81.4%

『わかりづらい』
 計

12.6%

 
 

ウ）紙面のレイアウト（割付）
（n=285）

わからない
7.7%

よくない
5.3%

どちらかというと
よくない
14.0%

よい
30.9%

どちらかというと
よい
40.7%

無回答
1.4%

『よい』 計
71.6%

『よくない』
計

19.3%

エ）掲載している情報量
（n=285）

わからない
6.7%

どちらかというと
多い
14.7%

多い
9.5%

ちょうどよい
53.7%

どちらかというと
少ない
12.6%

少ない
2.5%

無回答
0.4%

『多い』 計
24.2%

『少ない』 計
15.1%
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「Ｎ'ａｇｅ（ネージュ）」を知っていますか。
（n=285）

知っているが、
読んだことはない

9.8%

知っているし、
読んだことがある

5.3%

知らない
83.9%

無回答
1.1%

（2）「Ｎ'ａｇｅ（ネージュ）」について 
 

 「Ｎ'ａｇｅ（ネージュ）」につい

ては、「知らない」（83.9％）が多

数を占めている。「知っているし、

読んだことがある」は5.3％、「知

っているが読んだことはない」は

9.8％となっている。 

 調査票同封の「Ｎ'ａｇｅ（ネー

ジュ）」（vol.3）については、『読

みやすさ』『文章のわかりやすさ』

『紙面のレイアウト』でそれぞれ

７割以上が良好と評価している。

『情報量』については、「ちょう

どよい」と「わからない」が各３

割強となっている。 

 「県民だより」と同様、『読みやすさ』『文章のわかりやすさ』『紙面のレイアウト』『情報量』は、

いずれも女性からの評価が高い。 

 

ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）
（n=84）

無回答
6.0%

どちらかというと
読みやすい

40.5%

読みやすい
35.7%どちらかというと

読みづらい
3.6%

読みづらい
2.4%

わからない
11.9%

『読みやすい』
計

76.2%

『読みづらい』
計

6.0%

イ） 文章の分かりやすさ
（n=84）

わからない
11.9%

わかりづらい
3.6%

どちらかというと
わかりづらい

2.4%

わかりやすい
34.5%

どちらかというと
わかりやすい

41.7%

無回答
6.0%

『わかりやすい』
計

76.2%

『わかりづらい』
計

6.0%

 
 

ウ）紙面のレイアウト（割付）
（n=84）

無回答
6.0%

どちらかというと
よい
23.8%

よい
46.4%どちらかというと

よくない
6.0%

よくない
4.8%

わからない
13.1%

『よい』 計
70.2%

『よくない』
計

10.7%

エ）掲載している情報量
（n=84）

無回答
8.3%

少ない
6.0%

どちらかというと
少ない
7.1%

ちょうどよい
35.7%

多い
3.6%

どちらかというと
多い
7.1%

わからない
32.1%

『多い』 計
10.7%

『少ない』 計
13.1%
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（3）「県が提供するテレビ番組」「知事が出演するラジオ番組」について 
県が提供するテレビ番組を知っていますか。

（n=285）

無回答
1.1%

知らない
19.6%

知っているが、
ほとんど見ない

36.5%

知っているし、
よく見る

9.1%

知っているが、
時々見る程度

33.7%

知事が出演しているラジオ番組を知っていますか。
（n=285）

知っているが、
時々聞く程度

15.8%

知っているし、
よく聞いている

4.9%

知っているが、
ほとんど
聞かない

12.6%

知らない
65.6%

無回答
1.1%

 
 県が提供するテレビ番組は、「知っているし、よく見る」が9.1％、「知っているが、時々見る程

度」が33.7％、「知っているが、ほとんど見ない」が36.5％となっている。一方「知らない」は

19.6％で、県が提供するテレビ番組の認知者（いずれかの番組を知っている人）は８割弱となっ

ている。 

 知事が出演しているラジオ番組は、「知らない」（65.6％）が多数を占めている。「知っているし、

よく聞いている」は4.9％、「知っているが、時々聞く程度」が15.8％、「知っているが、ほとんど

聞かない」が12.6％となっている。 

 

（4）「新潟県のホームページ（パソコン版・携帯電話版）」について 

パソコン版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。
（n=285）

インターネットを
使っていない

30.2%

存在を
知らなかった

16.5%

ほとんど
見ない
30.2%

よく見る
1.8%

時々見る
11.2%

無回答
10.2%

携帯電話版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。
（n=285）

無回答
10.9%

時々見る
2.1%

よく見る
0.0%

ほとんど
見ない
18.6%

存在を
知らなかった

55.8%

携帯電話を
使っていない

12.6%

 
 パソコン版の新潟県ホームページを「よく見る」は1.8％、「時々見る」は11.2％である。「ほとん

ど見ない」と「インターネットを使っていない」が各30.2％で、「存在を知らなかった」が16.5％

となっている。 

 携帯電話版の新潟県ホームページについては、｢存在を知らなかった｣（55.8％）が過半数を占め

ている。「時々見る」が2.1％、「ほとんど見ない」が18.6％で、「よく見る」は皆無である。また、

「携帯電話を使っていない」は12.6％となっている。 

 パソコン版の新潟県ホームページで見たい（知りたい）情報は、「イベント情報」（47.4％）が最

も多い。次いで「観光情報」（39.3％）が多く、以下「健康・福祉に関する情報」（29.5％）、「教

育・文化・スポーツに関する情報」（28.1％）、「防災情報」（26.7％）、「新潟県の施策・行政に関

する情報」（23.9％）が２割台で続いている。 

 携帯電話版の新潟県ホームページで見たい（知りたい）情報は、パソコン版と同様「イベント情

報」（47.0％）が最も多い。「防災情報」（39.3％）、「観光情報」（38.6％）が４割弱で続き、「健

康・福祉に関する情報」（21.8％）、「教育・文化・スポーツに関する情報」（19.6％）が２割前後

となっている。 
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２ 男女共同参画社会について 

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとに
あなたのお考えに一番近いものをお選びください。

（n=285）

37.5

52.6

54.7

26.7

51.9

9.8

40.4

36.5

20.0

14.7

37.5

20.4

53.7

22.8

5.3

4.9

4.9

7.7

0.7

3.2

4.9

14.4

12.6

18.2

19.3

18.2

25.3

25.3

6.3

9.8

7.4

8.8

8.8

8.1

6.7

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

①家庭の中で　　　　

②職場の中で　　　　

③社会慣習について　

④法律や制度の面で　

⑤政治経済活動の場で

⑥学校教育の場で　　

⑦地域社会の中で　　

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

 

 『学校教育の場』における平等感が最も高く、「平等である」が53.7％を占める。一方『職場』

『社会慣習』『政治経済活動の場』では、「男性の方が優遇されている」が５割を超えている。ま

た、いずれの項目も「平等である」の割合は男性の方が女性よりも高く、「平等」に対する男女の

意識差が垣間見られる。 

 『男女共同参画社会基本法』については、「聞いたことはあるが、内容までは知らなかった」が

47.0％であり、「内容を知っている」は19.6％、「知らない」が29.5％となっている。 

 「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」については、「知らない」が

73.7％となっている。また「内容まで知っている」は3.2％、「聞いたことはあるが、内容までは

知らなかった」が19.3％となっている。 

 

 

３ 新潟県民会館へのネーミングライツについて 

 

 新潟県民会館へのネーミングライ

ツの導入には「条件付きで賛成」

を含めると74.7％が賛成している。

「反対」は10.2％である。 

 賛成理由は「協賛金により税金か

ら支出されている県民会館の管理

費用の一部をまかなうことができ

るから」（86.4％）が最も多い。 

 反対理由は「県民会館のホールが

特定の企業のもののような印象を

受けるから」（72.4％）が多い。 

 

新潟県民会館にネーミングライツを導入すること
についてどのようにお考えになりますか。

（n=285）

条件付きで
賛成である

33.3%

賛成である
41.4%

反対である
10.2%

どちらでも
ない
11.2%

無回答
3.9%
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Ⅲ 調査結果の概要 
 

１．県の広報について 

（1）「県民だより」の閲読状況 
 

問１ 県では、県政に関する様々な情報をお知らせする広報誌「県民だより」を年４回（４月、

７月、10月、１月）発行し、各世帯に新聞折り込み等で配布しています。「県民だより」

をご覧いただいていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

「県民だより」をご覧いただいていますか。
（n=285）

26.3

24.5

45.3

54.3

21.8

20.9

6.3

0.2

0.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

今回（平成19年度調査）
（n=285）

平成18年度調査
（n=832）

※平成18年度調査では「存在を知らなかった」という選択肢を設定していない。

よく読む 時々読む ほとんど
読まない

存在を
知らなかった

無回答

 

 

 「時々読む」（45.3％）が最も多く、「よく読む」は26.3％となっている。一方「ほとん

ど読まない」は21.8％、「存在を知らなかった」が6.3％となっている。 

 「存在を知らなかった」という選択肢を追加しているため、単純に比較できないが、平

成18年度調査に比べ「よく読む」の割合がわずかに上昇し、「時々読む」の割合が低下し

ている。 
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②回答者の属性別 

「県民だより」をご覧いただいていますか。

26.3

25.4

27.3

9.5

23.4

44.7

20.8

28.8

28.2

25.0

16.1

33.3

45.3

43.0

47.6

42.9

51.4

40.4

41.7

47.1

38.8

43.8

61.3

44.4

21.8

25.4

18.2

35.7

18.7

12.8

29.2

18.3

25.9

25.0

12.9

22.2

6.3

6.3

6.3

11.9

6.5

1.1

4.2

5.8

7.1

6.3

9.7

4.2

1.1

0.7

0.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

よく読む 時々読む

ほとんど読まない 存在を知らなかった

無回答

 

 男女別で見ると、「よく読む」（男性25.4％、女性27.3％）、「時々読む」（男性43.0％、女

性47.6％）の割合は、どちらも女性の方がやや高い。 

 年代別で見ると、年代が上がるほど「よく読む」の割合は上昇し、「ほとんど読まない」

と「存在を知らなかった」の割合は低下している。 

 地区別で見ると、「よく読む」の割合は、新潟（28.8％）、中越（28.2％）、佐渡

（33.3％）で高く、「ほとんど読まない」や「存在を知らなかった」の割合は、下越、中

越、魚沼で比較的高い割合となっている。 
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（2）「県民だより」の評価 
 

問２ 同封の「県民だより」（平成20年1月発行）を読んで、どのように感じましたか。 

ア～エの項目ごとにお答えください。 

 

ア）読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など） 
 

①全体 

ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）
（n=285）

無回答
0.7%

どちらかというと
読みやすい

46.7%

読みやすい
24.9%

どちらかというと
読みづらい

20.4%

読みづらい
2.8%

わからない
4.6%

『読みやすい』 計
71.6%

『読みづらい』 計
23.2%

 

 読みやすさについては、「読みやすい」が24.9％、「どちらかというと読みやすい」が

46.7％で、読みやすいと評価する人（『読みやすい』計）が多く７割強を占めている。 

 一方「どちらかというと読みづらい」（20.4％）と「読みづらい」（2.8％）を合計した、

読みづらいと評価する人（『読みづらい』計）は２割強となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「読みやすい」（男性21.1％、女性28.7％）の割合は女性の方が高い。

「どちらかというと読みやすい」（男性46.5％、女性46.9％）は男女ともほぼ同率である。

男性は「どちらかというと読みづらい」（男性23.9％、女性16.8％）の割合が高い。 

 年代別に見ると、「読みやすい」の割合は年代が上がるほど低下している。 

 地区別に見ると、「読みやすい」の割合は中越（29.4％）と上越（29.0％）が高い。 

 魚沼では「どちらかというと読みづらい」（34.4％）の割合が高く、読みづらいと評価す

る人（『読みづらい』計）が４割弱を占めている。 
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ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）

24.9

21.1

28.7

27.4

25.2

22.3

25.0

24.0

29.4

18.8

29.0

46.7

46.5

46.9

45.2

44.9

50.0

41.7

43.3

51.8

34.4

54.8

66.7

20.4

23.9

16.8

20.2

18.7

22.3

25.0

25.0

14.1

34.4

3.2

22.2

1.4

1.2

4.7

3.1

6.5

4.6

7.0

2.1

6.5

2.1

4.2

2.9

3.5

9.4

6.5

11.1

4.2

4.2

2.8

2.1

3.8

1.2

4.8

1.4

0.7

1.2

1.1

1.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

読みやすい どちらかというと読みやすい

どちらかというと読みづらい 読みづらい

わからない 無回答

 

 

ｎ

『

読
み
や
す
い
』

計

『

読
み
づ
ら
い
』

計 ｎ

『

読
み
や
す
い
』

計

『

読
み
づ
ら
い
』

計

全体 285 71.6% 23.2% 下越 24 66.7% 25.0% 

男性 142 67.6% 25.4% 新潟 104 67.3% 28.8% 

女性 143 75.5% 21.0% 中越 85 81.2% 15.3% 

20～39歳 84 72.6% 21.4% 魚沼 32 53.1% 37.5% 

40～59歳 107 70.1% 23.4% 上越 31 83.9% 9.7% 

60～89歳 94 72.3% 24.5% 佐渡 9 66.7% 22.2% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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イ）文章の分かりやすさ 
 

①全体 

イ） 文章の分かりやすさ
（n=285）

わからない
4.6%

わかりづらい
1.8%

どちらかというと
わかりづらい

10.9%
わかりやすい

33.3%

どちらかというと
わかりやすい

48.1%

無回答
1.4%

『わかりやすい』 計
81.4%

『わかりづらい』 計
12.6%

 

 文章のわかりやすさについては、「わかりやすい」が33.3％、「どちらかというとわかり

やすい」が48.1％で、わかりやすいと評価する人（『わかりやすい』計）が多く８割強を

占めている。 

 一方「どちらかというとわかりづらい」（10.9％）と「わかりづらい」（1.8％）を合計し

た、わかりづらいと評価する人（『わかりづらい』計）は１割強となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「わかりやすい」（男性29.6％、女性37.1％）の割合は女性の方が高い。 

 年代別に見ると「わかりやすい」の割合にはあまり差がないが、わかりやすいと評価す

る人（『わかりやすい』計）の割合では、40～59歳（78.5％）がやや低くなっている。 

 地区別に見ると「わかりやすい」の割合は魚沼（40.6％）、上越（38.7％）、中越

（37.6％）が比較的高く、下越（12.5％）と佐渡（11.1％）が低い。 

 下越、魚沼の両地区は、わかりづらいと評価する人（『わかりづらい』計）がどちらも

25.0％で他地区よりも高い割合となっている。 
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イ） 文章の分かりやすさ

33.3

29.6

37.1

33.3

31.8

35.1

12.5

32.7

37.6

40.6

38.7

11.1

48.1

48.6

47.6

50.0

46.7

47.9

54.2

49.0

51.8

25.0

45.2

77.8

10.9

12.0

9.8

7.1

12.1

12.8

20.8

10.6

5.9

25.0

6.5

1.8

2.1

4.8

0.9

4.2

1.2

3.2

7.7

4.8

2.1

4.2

6.3

6.5

11.1

4.2

3.1

1.9

1.4

3.5

3.8

6.5

1.4

4.6

1.9

2.1

1.9

2.8

1.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

わかりやすい どちらかというとわかりやすい

どちらかというとわかりづらい わかりづらい

わからない 無回答

 

 

ｎ

『

わ
か
り
や
す
い
』

計

『

わ
か
り
づ
ら
い
』

計 ｎ

『

わ
か
り
や
す
い
』

計

『

わ
か
り
づ
ら
い
』

計

全体 285 81.4% 12.6% 下越 24 66.7% 25.0% 

男性 142 78.2% 14.1% 新潟 104 81.7% 12.5% 

女性 143 84.6% 11.2% 中越 85 89.4% 7.1% 

20～39歳 84 83.3% 11.9% 魚沼 32 65.6% 25.0% 

40～59歳 107 78.5% 13.1% 上越 31 83.9% 9.7% 

60～89歳 94 83.0% 12.8% 佐渡 9 88.9% 0.0% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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ウ）紙面のレイアウト（割付） 
 

①全体 

ウ）紙面のレイアウト（割付）
（n=285）

無回答
1.4%

どちらかというと
よい
40.7%

よい
30.9%

どちらかというと
よくない
14.0%

よくない
5.3%

わからない
7.7%

『よい』 計
71.6%

『よくない』 計
19.3%

 

 紙面のレイアウトについては、「よい」が30.9％、「どちらかというとよい」が40.7％で

よいと評価する人（『よい』計）が多く７割強を占めている。 

 一方「どちらかというとよくない」（14.0％）と「よくない」（5.3％）を合計した、よく

ないと評価する人（『よくない』計）は２割弱となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「よい」（男性28.2％、女性33.6％）の割合は女性の方が高い。 

 年代別に見ると「よい」の割合はあまり差がないが、よいと評価する人（『よい』計）の

割合は、40～59歳（68.2％）でやや低くなっている。 

 地区別に見ると、「よい」の割合は上越（48.4％）が高い。 
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ウ）紙面のレイアウト（割付）

30.9

28.2

33.6

32.1

30.8

29.8

29.2

26.9

32.9

25.0

48.4

22.2

40.7

39.4

42.0

42.9

37.4

42.6

41.7

38.5

43.5

43.8

29.0

66.7

14.0

17.6

10.5

8.3

15.9

17.0

16.7

16.3

14.1

9.4

12.9

5.3

5.6

4.9

8.3

5.6

2.1

4.2

8.7

2.4

6.3

3.2

4.2

1.2

1.9

3.2

0.9

2.8

1.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

よい どちらかというとよい

どちらかというとよくない よくない

無回答

 

 

ｎ

『

よ
い
』

計

『

よ
く
な
い
』

計

ｎ

『

よ
い
』

計

『

よ
く
な
い
』

計

全体 285 71.6% 19.3% 下越 24 70.8% 20.8% 

男性 142 67.6% 23.2% 新潟 104 65.4% 25.0% 

女性 143 75.5% 15.4% 中越 85 76.5% 16.5% 

20～39歳 84 75.0% 16.7% 魚沼 32 68.8% 15.6% 

40～59歳 107 68.2% 21.5% 上越 31 77.4% 16.1% 

60～89歳 94 72.3% 19.1% 佐渡 9 88.9% 0.0% 

男
女
別

年
代
別

地
区
別
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エ）掲載している情報量 
 

①全体 

エ）掲載している情報量
（n=285）

無回答
0.4%少ない

2.5%

どちらかというと
少ない
12.6%

ちょうどよい
53.7%

多い
9.5% どちらかというと

多い
14.7%

わからない
6.7%

『多い』 計
24.2%

『少ない』 計
15.1%

 

 掲載している情報量は、「ちょうどよい」（53.7％）と評価する人が多く、過半数を占め

ている。 

 「多い」は9.5％、「どちらかというと多い」が14.7％で、多いと評価する人（『多い』

計）が24.2％を占め、「どちらかというと少ない」（12.6％）と「少ない」（2.5％）を合

計した、少ないと評価する人（『少ない』計）は15.1％となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「ちょうどよい」（男性47.9％、女性59.4％）の割合は女性の方が高い。

男性は「どちらかというと多い」「どちらかというと少ない」の割合が女性よりも高い。 

 年代別に見ると、「ちょうどよい」の割合はいずれも５割強であまり差がない。多いと評

価する人（『多い』計）の割合は年代が上がるほど上昇し、少ないと評価する人（『少な

い』計）の割合は年代が上がるほど低下している。 

 地区別に見ると、「ちょうどよい」の割合は、佐渡（66.7％）と上越（64.5％）が比較的

高く、中越（43.5％）が低い。 

 中越では、多いと評価する人（『多い』計）の割合（28.2％）と少ないと評価する人

（『少ない』計）の割合（21.2％）がともに２割を超えており、他地区に比べ掲載してい

る情報量についての評価が分かれている。 
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エ）掲載している情報量

9.5

9.9

9.1

4.8

7.5

16.0

8.3

11.5

7.1

9.4

12.9

14.7

16.2

13.3

14.3

14.0

16.0

8.3

16.3

21.2

12.5

3.2

53.7

47.9

59.4

53.6

53.3

54.3

54.2

56.7

43.5

56.3

64.5

12.6

14.8

10.5

15.5

16.8

5.3

8.3

12.5

18.8

6.3

3.2

22.2

2.5

2.8

2.1

4.8

1.9

1.1

4.2

1.0

2.4

3.1

6.5

6.7

8.5

4.9

7.1

6.5

6.4

12.5

7.1

12.5

9.7

11.166.7

1.9

0.4

0.7

1.1

4.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

多い どちらかというと多い

ちょうどよい どちらかというと少ない

少ない わからない

無回答

 

 

ｎ

『

多
い
』

計

『

少
な
い
』

計

ｎ

『

多
い
』

計

『

少
な
い
』

計

全体 285 24.2% 15.1% 下越 24 16.7% 12.5% 

男性 142 26.1% 17.6% 新潟 104 27.9% 13.5% 

女性 143 22.4% 12.6% 中越 85 28.2% 21.2% 

20～39歳 84 19.0% 20.2% 魚沼 32 21.9% 9.4% 

40～59歳 107 21.5% 18.7% 上越 31 16.1% 9.7% 

60～89歳 94 31.9% 6.4% 佐渡 9 0.0% 22.2% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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（3）「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」の認知・閲読状況 
 

問３ 県では、今年度から若者向け広報誌「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」を発行しています。

「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

「Ｎ'ａｇｅ（ネージュ）」を知っていますか。
（n=285）

知っているが、
読んだことはない

9.8%

知っているし、
読んだことがある

5.3%

知らない
83.9%

無回答
1.1%

 

 「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」 

○ Ｖｏｌ.１ 平成 19 年 5 月 16 日発行 特集インタビュー「西山 茉希さん」（モデル，

長岡市出身） 

○ Ｖｏｌ.２ 平成 19 年 8月 8日発行  特集インタビュー「織田 裕二さん」（俳優） 

○ Ｖｏｌ.３ 平成 19 年 11 月 21 日発行  特集インタビュー「平原 綾香さん」（歌手） 

 

配布場所：県内のコンビニエンスストア（サークルＫ、セーブオン）等 

●「月刊にいがたタウン情報」にも掲載しています。 

 

 

 「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」については、「知らない」（83.9％）が多数を占めている。 

 「知っているし、読んだことがある」は5.3％、「知っているが読んだことはない」は

9.8％である。 
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②回答者の属性別 

「Ｎ'ａｇｅ（ネージュ）」を知っていますか。

5.3

4.9

5.6

3.6

7.5

4.3

4.2

5.8

7.1

6.5

9.8

14.1

5.6

8.4

16.0

8.3

11.5

9.4

3.1

9.7

83.9

81.0

86.7

91.7

84.1

76.6

87.5

79.8

83.5

96.9

83.9

1.1

2.1

3.2

2.9

22.2

4.8

77.8

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

知っているし、
読んだことがある

知っているが、
読んだことはない

知らない 無回答

 

 男女別に見ると、「知らない」（男性81.0％、女性86.7％）の割合は女性の方が高い。男

性は「知っているが、読んだことはない」（男性14.1％、女性5.6％）の割合が女性より

も高い。知名度（知っている人の割合、以下同じ）は男性の方が高い。 

 年代別に見ると、「知っているし、読んだことがある」の割合は40～59歳（7.5％）が比

較的高い。また「知っているが、読んだことはない」は、年代が上がるほど割合が上昇

しており、知名度は年代が上がるほど上昇している。 

 地区別に見ると、魚沼は「知らない」が９割以上を占めており、他地区に比べ知名度が

低い。 
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（4）「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」の評価 
 

＜問４については、２０代、３０代の方にお聞きします＞ 

 ※４０代以上の方は問５へおすすみください。 

問４ 同封の「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」（vol.3）を読んで、どのように感じましたか。 

ア～エの項目ごとにお答えください。 

 

ア）読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など） 
 

①全体 

ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）
（n=84）

無回答
6.0%

どちらかというと
読みやすい

40.5%

読みやすい
35.7%どちらかというと

読みづらい
3.6%

読みづらい
2.4%

わからない
11.9%

『読みやすい』
計

76.2%

『読みづらい』
計

6.0%

 

 読みやすさについては、「読みやすい」が35.7％、「どちらかというと読みやすい」が

40.5％で、読みやすいと評価する人（『読みやすい』計）が多く８割弱を占めている。 

 一方「どちらかというと読みづらい」（3.6％）と「読みづらい」（2.4％）を合計した、

読みづらいと評価する人（『読みづらい』計）は6.0％となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「読みやすい」（男性31.0％、女性40.5％）は女性の方が高い割合とな

っている。「どちらかというと読みやすい」は男女とも40.5％で、読みやすさについては

女性の評価が高い。 

 該当者の総数が84人と少ないため、標本誤差が大きく、地区別での傾向や特徴を捉える

のは困難である。地区別については図表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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ア） 読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）

35.7

31.0

40.5

35.7

33.3

29.0

36.0

60.0

40.0

40.5

40.5

40.5

40.5

50.0

48.4

36.0

20.0

40.0

50.0

3.6

2.4

4.8

3.6

6.5

4.0

3.2

10.0

11.9

14.3

9.5

11.9

16.7

12.9

8.0

10.0

20.0

6.0

7.1

4.8

6.0

16.0

50.0

4.8

2.4

2.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=84）

【男女別】

男性　　
（n=42）

女性　　
（n=42）

【年代別】

20～39歳
（n=84）

40～59歳
（-）

60～89歳
（-）

【地区別】

下越　　
（n=6）

新潟　　
（n=31）

中越　　
（n=25）

魚沼　　
（n=10）

上越　　
（n=10）

佐渡　　
（n=2）

読みやすい どちらかというと読みやすい

どちらかというと読みづらい 読みづらい

わからない 無回答

 

 

ｎ

『

読
み
や
す
い
』

計

『

読
み
づ
ら
い
』

計 ｎ

『

読
み
や
す
い
』

計

『

読
み
づ
ら
い
』

計

全体 84 76.2% 6.0% 下越 6 83.3% 0.0% 

男性 42 71.4% 7.1% 新潟 31 77.4% 9.7% 

女性 42 81.0% 4.8% 中越 25 72.0% 4.0% 

20～39歳 84 76.2% 6.0% 魚沼 10 80.0% 10.0% 

40～59歳 － － － 上越 10 80.0% 0.0% 

60～89歳 － － － 佐渡 2 50.0% 0.0% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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イ）文章の分かりやすさ 
 

①全体 

イ） 文章の分かりやすさ
（n=84）

無回答
6.0%

どちらかというと
わかりやすい

41.7%

わかりやすい
34.5%どちらかというと

わかりづらい
2.4%

わかりづらい
3.6%

わからない
11.9%

『わかりやすい』
計

76.2%

『わかりづらい』
計

6.0%

 

 文章のわかりやすさについては、「わかりやすい」が34.5％、「どちらかというとわかり

やすい」が41.7％で、わかりやすいと評価する人（『わかりやすい』計）が多く８割弱を

占めている。 

 一方「どちらかというとわかりづらい」（2.4％）と「わかりづらい」（3.6％）を合計し

た、わかりづらいと評価する人（『わかりづらい』計）は6.0％となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「わかりやすい」（男性31.0％、女性38.1％）、「どちらかというとわか

りやすい」（男性40.5％、女性42.9％）は、どちらも女性の方が高い割合となっている。

わかりやすさについても女性の評価が高い。 

 該当者の総数が84人と少ないため、標本誤差が大きく、地区別での傾向や特徴を捉える

のは困難である。地区別については図表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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イ） 文章の分かりやすさ

34.5

31.0

38.1

34.5

33.3

32.3

32.0

40.0

50.0

41.7

40.5

42.9

41.7

50.0

45.2

44.0

40.0

20.0

50.0

2.4

2.4

3.2

10.0

20.0

11.9

14.3

9.5

11.9

16.7

16.1

8.0

10.0

10.0

6.0

7.1

4.8

6.0

16.0

50.0

2.4

2.4

3.2

3.6

2.4

4.8

3.6

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=84）

【男女別】

男性　　
（n=42）

女性　　
（n=42）

【年代別】

20～39歳
（n=84）

40～59歳
（-）

60～89歳
（-）

【地区別】

下越　　
（n=6）

新潟　　
（n=31）

中越　　
（n=25）

魚沼　　
（n=10）

上越　　
（n=10）

佐渡　　
（n=2）

わかりやすい どちらかというとわかりやすい

どちらかというとわかりづらい わかりづらい

わからない 無回答

 

 

ｎ

『

わ
か
り
や
す
い
』

計

『

わ
か
り
づ
ら
い
』

計 ｎ

『

わ
か
り
や
す
い
』

計

『

わ
か
り
づ
ら
い
』

計

全体 84 76.2% 6.0% 下越 6 83.3% 0.0% 

男性 42 71.4% 7.1% 新潟 31 77.4% 6.5% 

女性 42 81.0% 4.8% 中越 25 76.0% 0.0% 

20～39歳 84 76.2% 6.0% 魚沼 10 80.0% 10.0% 

40～59歳 － － － 上越 10 70.0% 20.0% 

60～89歳 － － － 佐渡 2 50.0% 0.0% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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ウ）紙面のレイアウト（割付） 
 

①全体 

ウ）紙面のレイアウト（割付）
（n=84）

わからない
13.1%

よくない
4.8%

どちらかというと
よくない

6.0%

よい
46.4%

どちらかというと
よい
23.8%

無回答
6.0%

『よい』 計
70.2%

『よくない』 計
10.7%

 

 紙面のレイアウトについては、「よい」が46.4％、「どちらかというとよい」が23.8％で、

よいと評価する人（『よい』計）が多く７割を占めている。 

 一方「どちらかというとよくない」（6.0％）と「よくない」（4.8％）を合計した、よく

ないと評価する人（『よくない』計）は１割となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「よい」（男性45.2％、女性47.6％）、「どちらかというとよい」（男性

21.4％、女性26.2％）は、どちらも女性の方がやや高い割合となっている。紙面のレイ

アウトについても女性の評価が高い。 

 該当者の総数が84人と少ないため、標本誤差が大きく、地区別での傾向や特徴を捉える

のは困難である。地区別については図表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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ウ）紙面のレイアウト（割付）

46.4

45.2

47.6

46.4

50.0

45.2

40.0

50.0

70.0

23.8

21.4

26.2

23.8

33.3

25.8

28.0

20.0

10.0

6.0

2.4

9.5

6.0

3.2

8.0

10.0

50.0

4.8

4.8

4.8

4.8

12.9

13.1

19.0

7.1

13.1

16.7

12.9

8.0

30.0

10.0

6.0

7.1

4.8

6.0

16.0

50.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=84）

【男女別】

男性　　
（n=42）

女性　　
（n=42）

【年代別】

20～39歳
（n=84）

40～59歳
（-）

60～89歳
（-）

【地区別】

下越　　
（n=6）

新潟　　
（n=31）

中越　　
（n=25）

魚沼　　
（n=10）

上越　　
（n=10）

佐渡　　
（n=2）

よい どちらかというとよい

どちらかというとよくない よくない

わからない 無回答

 

 

ｎ

『

よ
い
』

計

『

よ
く
な
い
』

計

ｎ

『

よ
い
』

計

『

よ
く
な
い
』

計

全体 84 70.2% 10.7% 下越 6 83.3% 0.0% 

男性 42 66.7% 7.1% 新潟 31 71.0% 16.1% 

女性 42 73.8% 14.3% 中越 25 68.0% 8.0% 

20～39歳 84 70.2% 10.7% 魚沼 10 70.0% 0.0% 

40～59歳 － － － 上越 10 80.0% 10.0% 

60～89歳 － － － 佐渡 2 0.0% 50.0% 

男
女
別

年
代
別

地
区
別
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エ）掲載している情報量 
 

①全体 

エ）掲載している情報量
（n=84）

わからない
32.1%

どちらかというと
多い
7.1%

多い
3.6%

ちょうどよい
35.7%

どちらかというと
少ない
7.1%

少ない
6.0%

無回答
8.3%

『多い』 計
10.7%

『少ない』 計
13.1%

 

 掲載している情報量については、「ちょうどよい」（35.7％）と「わからない」（32.1％）

が３割以上を占める。 

 「多い」が3.6％、「どちらかというと多い」が7.1％で、多いと評価する人（『多い』

計）１割を占めている。 

 一方「どちらかというと少ない」（7.1％）と「少ない」（6.0％）を合計した、少ないと

評価する人（『少ない』計）も１割強となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「ちょうどよい」（男性31.0％、女性40.5％）の割合は女性の方が高く、

紙面のレイアウトについても女性の評価が高い。 

 該当者の総数が84人と少ないため、標本誤差が大きく、地区別での傾向や特徴を捉える

のは困難である。地区別については図表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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エ）掲載している情報量

3.6

4.8

2.4

3.6

8.0

10.0

7.1

7.1

7.1

7.1

12.9

4.0

10.0

35.7

31.0

40.5

35.7

16.7

32.3

40.0

30.0

50.0

50.0

7.1

7.1

7.1

7.1

16.7

9.7

4.0

10.0

6.0

7.1

4.8

6.0

16.7

6.5

4.0

10.0

32.1

33.3

31.0

32.1

50.0

32.3

24.0

40.0

40.0

8.3

9.5

7.1

8.3

6.5

16.0

50.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=84）

【男女別】

男性　　
（n=42）

女性　　
（n=42）

【年代別】

20～39歳
（n=84）

40～59歳
（-）

60～89歳
（-）

【地区別】

下越　　
（n=6）

新潟　　
（n=31）

中越　　
（n=25）

魚沼　　
（n=10）

上越　　
（n=10）

佐渡　　
（n=2）

多い どちらかというと多い

ちょうどよい どちらかというと少ない

少ない わからない

無回答

 

 

ｎ

『

多
い
』

計

『

少
な
い
』

計

ｎ

『

多
い
』

計

『

少
な
い
』

計

全体 84 10.7% 13.1% 下越 6 0.0% 33.3% 

男性 42 11.9% 14.3% 新潟 31 12.9% 16.1% 

女性 42 9.5% 11.9% 中越 25 12.0% 8.0% 

20～39歳 84 10.7% 13.1% 魚沼 10 10.0% 20.0% 

40～59歳 － － － 上越 10 10.0% 0.0% 

60～89歳 － － － 佐渡 2 0.0% 0.0% 

地
区
別

男
女
別

年
代
別
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（5）県が提供するテレビ番組の認知・視聴状況 
 

問５ 県が提供するテレビ番組「県からのお知らせ」「ほっとホット新潟」「週刊 県政ナビ」

を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

県が提供するテレビ番組を知っていますか。
（n=285）

9.1

7.0

33.7

54.1

36.5

38.7

19.6 1.1

0.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

今回（平成19年度調査）
（n=285）

平成18年度調査
（n=832）

※平成18年度調査では「知らない」という選択肢を設定していない。

知っているし、
よく見る

知っているが、
時々見る程度

知っているが、
ほとんど見ない

知らない 無回答

 

 「県からのお知らせ」：ＮＳＴ 毎週土曜日 １２：５５～１３：００ 

            ＴｅＮＹ 毎週日曜日 １１：２５～１１：３０ 

 「ほっとホット新潟」：ＵＸ２１ 毎週土曜日 １７：５５～１８：００ 

 「週刊 県政ナビ」：ＢＳＮ 毎週日曜日 １７：２５～１７：３０ 

 

 

 県が提供するテレビ番組は、「知っているし、よく見る」が9.1％、「知っているが、時々

見る程度」が33.7％、「知っているが、ほとんど見ない」が36.5％となっている。 

 一方「知らない」は19.6％で、県が提供するテレビ番組の認知者（いずれかの番組を知

っている人）は８割弱となっている。 

 「知らなかった」という選択肢を追加しているため、単純に比較できないが、平成18年

度調査に比べ「知っているし、よく見る」の割合がわずかに上昇し、「知っているが、

時々見る程度」の割合が大幅に低下している。 
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②回答者の属性別 

県が提供するテレビ番組を知っていますか。

9.1

7.0

11.2

6.0

5.6

16.0

4.2

18.3

1.2

6.3

6.5

11.1

33.7

37.3

30.1

36.9

27.1

38.3

25.0

23.1

44.7

31.3

41.9

55.6

36.5

36.6

36.4

38.1

50.5

19.1

37.5

35.6

37.6

43.8

35.5

11.1

19.6

19.0

20.3

19.0

15.9

24.5

33.3

21.2

16.5

18.8

12.9

22.2

1.1

2.1

0.9

2.1

1.9

3.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

知っているし、よく見る 知っているが、時々見る程度

知っているが、ほとんど見ない 知らない

無回答

 

 

 男女別に見ると、「知っているし、よく見る」（男性7.0％、女性11.2％）の割合は女性の

方が高く、「知っているが、時々見る程度」（男性37.3％、女性30.1％）は男性の方が高

い。 

 年代別に見ると、「知っているし、よく見る」の割合は60～89歳（16.0％）が高い。 

 地区別に見ると、「知っているし、よく見る」の割合は新潟（18.3％）が高い。 
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（6）知事が出演しているラジオ番組の認知・聴取状況 
 

問６ 知事が、県の取り組みや魅力などを紹介するラジオ番組「独占！ごきげんアワー『知事

の時間です』」「新潟ステキ再発見」に出演していますが、これらの番組を知っています

か。（○は１つだけ） 

 

①全体 

知事が出演しているラジオ番組を知っていますか。
（n=285）

4.9

2.5

15.8

15.1

12.6

22.6

65.6

59.5

1.1

0.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

今回（平成19年度調査）
（n=285）

平成18年度調査
（n=832）

知っているし、
よく聞いている

知っているが、
時々聞く程度

知っているが、
ほとんど聞かない

知らない 無回答

 

 

 「独占！ごきげんアワー『知事の時間です』」 

ＢＳＮラジオ 毎週火曜日 １０：１５～１０：３０頃 

 「新潟ステキ再発見」 

ＦＭＰｏｒｔ 毎週日曜日 １１：４５～１２：００頃 

 ●知事は、放送局の依頼を受けて出演していますが、県の提供番組ではありません。 

 

 

 知事が出演しているラジオ番組は、「知らない」（65.6％）が多数を占めている。 

 「知っているし、よく聞いている」は4.9％、「知っているが、時々聞く程度」が15.8％、

「知っているが、ほとんど聞かない」が12.6％となっている。 

 平成18年度調査と比較すると、「知っているし、よく聞いている」の割合がわずかに上昇

したが、一方で「知らない」の割合も上昇している。「知っているが、ほとんど聞かな

い」の割合は低下している。 
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②回答者の属性別 

知事が出演しているラジオ番組を知っていますか。

4.9

5.6

4.2

2.4

3.7

8.5

4.2

5.8

1.2

16.1

11.1

15.8

17.6

14.0

11.9

12.1

23.4

12.5

19.2

18.8

3.1

9.7

22.2

12.6

16.2

9.1

13.1

14.0

10.6

20.8

16.3

9.4

6.3

9.7

11.1

65.6

60.6

70.6

72.6

69.2

55.3

62.5

56.7

70.6

90.6

61.3

55.6

1.1

2.1

0.9

2.1

1.9

3.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

知っているし、よく聞いている 知っているが、時々聞く程度

知っているが、ほとんど聞かない 知らない

無回答

 

 

 男女別に見ると、「知らない」（男性60.6％、女性70.6％）の割合は女性の方が高い。知

事が出演するラジオ番組の認知度、聴取頻度はいずれも男性の方が高い様子がうかがえ

る。 

 年代別に見ると、「知らない」の割合は年代が上がるほど低下している。知事が出演する

ラジオ番組の認知度、聴取頻度はいずれも年代が上がるほど高まる様子がうかがえる。 

 地区別に見ると、「知っているし、よく聞いている」の割合は、上越（16.1％）と佐渡

（11.1％）が比較的高い。「知らない」の割合は魚沼（90.6％）で高くなっている。 
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（7）県のホームページ（パソコン版）の閲覧状況  
 

問７ パソコン版の新潟県ホームページ（http://www.pref.niigata.lg.jp/）をご覧いただい

ていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

パソコン版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。
（n=285）

無回答
10.2%

時々見る
11.2%

よく見る
1.8%

ほとんど
見ない
30.2%

存在を
知らなかった

16.5%

インターネットを
使っていない

30.2%

 

 

 パソコン版の新潟県ホームページを「よく見る」は1.8％、「時々見る」は11.2％である。 

 一方、「ほとんど見ない」と「インターネットを使っていない」が各30.2％で、「存在を

知らなかった」が16.5％となっている。 
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②回答者の属性別 

パソコン版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。

1.8

3.5

2.4

1.9

4.2

1.9

1.2

3.2

11.2

15.5

7.0

11.9

17.8

4.2

14.4

11.8

3.1

12.9

11.1

30.2

32.4

28.0

36.9

33.6

20.2

20.8

33.7

23.5

25.0

38.7

66.7

16.5

14.8

18.2

26.2

13.1

11.7

12.5

12.5

21.2

37.5

3.2

30.2

25.4

35.0

21.4

22.4

46.8

54.2

25.0

28.2

31.3

35.5

22.2

10.2

8.5

11.9

1.2

11.2

17.0

4.2

12.5

14.1

3.1

6.5

1.1 3.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

よく見る　　　　　 時々見る

ほとんど見ない 存在を知らなかった

インターネットを使っていない 無回答

 

 

 男女別に見ると、「よく見る」「時々見る」の割合は男性の方が高い。女性は「存在を知

らなかった」「インターネットを使っていない」の割合が男性より高い。 

 年代別に見ると、20～39歳は「存在を知らなかった」（26.2％）の割合が40歳以上の年代

よりも高い。40～59歳は「時々見る」の割合（17.8％）が高く、60～89歳は「インター

ネットを使っていない」（46.8％）が高い。 

 地区別に見ると、下越で「インターネットを使っていない」（54.2％）の割合が高く、魚

沼で「存在を知らなかった」（37.5％）の割合が高くなっている。 
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（8）県のホームページ（パソコン版）で入手したい情報 
 

問８ 新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。（○はい

くつでも） 

 

①全体 

新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（n=285，複数回答）

39.3

26.7

47.4

29.5

13.0

17.2

18.9

28.1

23.9

8.1

1.1

23.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 新潟県のホームページ（パソコン版）で見たい（知りたい）情報は、「イベント情報」

（47.4％）が最も多い。次いで「観光情報」（39.3％）が多く、以下「健康・福祉に関す

る情報」（29.5％）、「教育・文化・スポーツに関する情報」（28.1％）、「防災情報」

（26.7％）、「新潟県の施策・行政に関する情報」（23.9％）が２割台で続いている。 
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②回答者の属性別 

【男女別】 

新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（男女別，複数回答）

39.4

26.1

42.3

25.4

7.0

21.1

21.8

25.4

27.5

9.9

0.7

21.8

39.2

27.3

52.4

33.6

18.9

13.3

16.1

30.8

20.3

6.3

1.4

25.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

 

 

 「観光情報」（男性39.4％、女性39.2％）と「防災情報」（男性26.1％、女性27.3％）は

男女であまり差が見られない。 

 男性の割合が高い情報は、「環境に関する情報」（男性21.1％、女性13.3％）、「産業・労

働・まちづくりに関する情報」（男性21.8％、女性16.1％）、「新潟県の施策・行政に関す

る情報」（男性27.5％、女性20.3％）、「新潟県の組織に関する情報」（男性9.9％、女性

6.3％）である。 

 女性の割合が高い情報は、「イベント情報」（男性42.3％、女性52.4％）、「健康・福祉に

関する情報」（男性25.4％、女性33.6％）、「子育てに関する情報」（男性7.0％、女性

18.9％）、「教育・文化・スポーツに関する情報」（男性25.4％、女性30.8％）である。 
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【年代別】 

新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（年代別，複数回答）

46.4

27.4

67.9

28.6

34.5

19.0

22.6

31.0

31.0

11.9

0.0

6.0

43.9

34.6

53.3

32.7

4.7

16.8

21.5

34.6

22.4

5.6

0.0

16.8

27.7

17.0

22.3

26.6

3.2

16.0

12.8

18.1

19.1

7.4

3.2

47.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

 

 

 「イベント情報」「子育てに関する情報」は20～39歳で特に高い割合となっている。 

 「観光情報」「環境に関する情報」「産業・労働・まちづくりに関する情報」「新潟県の施

策・行政に関する情報」も20～39歳の割合が高く、年代が上がるほど割合が低下する傾

向が見られる。 

 「防災情報」「健康・福祉に関する情報」「教育・文化・スポーツに関する情報」は40～

59歳の割合が高い。 
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【地区別】 

新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。 

（地区別，複数回答） 

観
光
情
報

防
災
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
情
報

子
育
て
に
関
す
る
情
報

環
境
に
関
す
る
情
報

産
業
・
労
働
・
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

に
関
す
る
情
報

新
潟
県
の
施
策
・
行
政

に
関
す
る
情
報

新
潟
県
の
組
織
に
関
す
る

情
報

そ
の
他

無
回
答

下越 （n=24） 37.5% 33.3% 50.0% 20.8% 8.3% 33.3% 25.0% 12.5% 25.0% 16.7% 8.3% 25.0% 

新潟 （n=104） 36.5% 26.9% 51.9% 32.7% 15.4% 12.5% 14.4% 35.6% 24.0% 6.7% 0.0% 23.1% 

中越 （n=85） 48.2% 28.2% 48.2% 30.6% 14.1% 16.5% 21.2% 24.7% 22.4% 7.1% 1.2% 21.2% 

魚沼 （n=32） 37.5% 18.8% 40.6% 25.0% 9.4% 25.0% 21.9% 28.1% 34.4% 12.5% 0.0% 21.9% 

上越 （n=31） 25.8% 19.4% 29.0% 19.4% 9.7% 16.1% 16.1% 22.6% 12.9% 3.2% 0.0% 38.7% 

佐渡 （n=9） 44.4% 44.4% 66.7% 55.6% 11.1% 11.1% 33.3% 33.3% 33.3% 11.1% 0.0% 11.1% 
 

 

 下越では「イベント情報」（50.0％）、「観光情報」（37.5％）、「防災情報」「環境に関する

情報」（各33.3％）の割合が高い。 

 新潟は「イベント情報」（51.9％）、「観光情報」（36.5％）に続き、「教育・文化・スポー

ツに関する情報」（35.6％）と「健康・福祉に関する情報」（32.7％）の割合が高い。 

 中越では「観光情報」の割合が高く、「イベント情報」と同じ割合（各48.2％）となって

いる。 

 魚沼では「イベント情報」（40.6％）、「観光情報」（37.5％）に続き、「新潟県の施策・行

政に関する情報」（34.4％）の割合が高い。 

 上越では「イベント情報」（29.0％）の割合が最も高く、「観光情報」（25.8％）、「教育・

文化・スポーツに関する情報」（22.6％）が続いている。 

 佐渡では「イベント情報」（66.7％）に続き、「健康・福祉に関する情報」（55.6％）の割

合が高い。 
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（9）県のホームページ（携帯電話版）の閲覧状況 
 

問９ 携帯電話版の新潟県ホームページ（http://www.pref.niigata.jp/m/index.html）をご覧

いただいていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

携帯電話版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。
（n=285）

携帯電話を
使っていない

12.6%

存在を
知らなかった

55.8%

ほとんど
見ない
18.6%

よく見る
0.0%

時々見る
2.1%

無回答
10.9%

 

 

 携帯電話版の新潟県ホームページについては、｢存在を知らなかった｣（55.8％）が過半

数を占めている。 

 「時々見る」が2.1％、「ほとんど見ない」が18.6％で、「よく見る」は皆無である。 

 「携帯電話を使っていない」は12.6％となっている。 
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②回答者の属性別 

携帯電話版の新潟県ホームページをご覧いただいていますか。

2.1

1.4

2.8

3.6

1.9

1.1

2.9

1.2

3.1

3.2

18.6

21.1

16.1

21.4

17.8

17.0

16.7

16.3

27.1

16.1

44.4

55.8

56.3

55.2

71.4

67.3

28.7

54.2

57.7

48.2

75.0

54.8

44.4

12.6

12.0

13.3

2.4

1.9

34.0

20.8

11.5

9.4

15.6

16.1

11.1

10.9

9.2

12.6

11.2

19.1

8.3

11.5

14.1

6.3

9.7

1.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

よく見る 時々見る

ほとんど見ない 存在を知らなかった

携帯電話を使っていない 無回答

 

 男女別に見ると、男女とも「存在を知らなかった」（男性56.3％、女性55.2％）が過半数

を占めている。「時々見る」の割合は、男性が1.4％、女性が2.8％となっている。 

 年代別に見ると、20～39歳、40～59歳のおよそ７割が「存在を知らなかった」と回答し

ている。60～89歳は「存在を知らなかった」が28.7％、「携帯電話を使っていない」が

34.0％となっている。「時々見る」の割合は、20～39歳が3.6％、40～59歳が1.9％、60～

89歳が1.1％となっている。 

 地区別に見ると、パソコン版ホームページと同様、魚沼で「存在を知らなかった」

（75.0％）の割合が高くなっている。 
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（10）県のホームページ（携帯電話版）で入手したい情報 
 

問10 新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。（○はい

くつでも） 

 

①全体 

新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（n=285，複数回答）

38.6

39.3

47.0

21.8

10.2

9.8

13.0

19.6

14.0

6.0

1.4

22.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 新潟県のホームページ（携帯電話版）で見たい（知りたい）情報は、パソコン版と同様

「イベント情報」（47.0％）が最も多い。「防災情報」（39.3％）、「観光情報」（38.6％）

が４割弱で続き、「健康・福祉に関する情報」（21.8％）、「教育・文化・スポーツに関す

る情報」（19.6％）が２割前後となっている。 
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②回答者の属性別 

【男女別】 

新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（男女別，複数回答）

38.0

40.8

40.8

19.0

7.0

12.0

14.1

22.5

15.5

7.0

0.7

21.8

39.2

37.8

53.1

24.5

13.3

7.7

11.9

16.8

12.6

4.9

2.1

22.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

 

 

 「観光情報」（男性38.0％、女性39.2％）は男女であまり差が見られない。 

 「イベント情報」（男性40.8％、女性53.1％）、「健康・福祉に関する情報」（男性19.0％、

女性24.5％）、「子育てに関する情報」（男性7.0％、女性13.3％）は、女性の方が高い割

合となっている。 

 「防災情報」（男性40.8％、女性37.8％）、「環境に関する情報」（男性12.0％、女性

7.7％）、「産業・労働・まちづくりに関する情報」（男性14.1％、女性11.9％）、「教育・

文化・スポーツに関する情報」（男性22.5％、女性16.8％）、「新潟県の施策・行政に関す

る情報」（男性15.5％、女性12.6％）、「新潟県の組織に関する情報」（男性7.0％、女性

4.9％）は、男性の方が高い割合となっている。 
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【年代別】 

新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。
（年代別，複数回答）

51.2

47.6

69.0

22.6

22.6

9.5

15.5

22.6

14.3

6.0

1.2

8.3

41.1

50.5

57.0

17.8

5.6

7.5

13.1

21.5

8.4

1.9

1.9

9.3

24.5

19.1

16.0

25.5

4.3

12.8

10.6

14.9

20.2

10.6

1.1

48.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

観光情報　　　　　　　　　　　　　

防災情報　　　　　　　　　　　　　

イベント情報　　　　　　　　　　　

健康・福祉に関する情報　　　　　　

子育てに関する情報　　　　　　　　

環境に関する情報　　　　　　　　　

産業・労働・まちづくりに関する情報

教育・文化・スポーツに関する情報　

新潟県の施策・行政に関する情報　　

新潟県の組織に関する情報　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

 

 

 「観光情報」「イベント情報」「子育てに関する情報」の割合は20～39歳が特に高く、年

代が上がるにつれ急激に割合が低下している。 

 「防災情報」の割合は20～39歳（47.6％）と40～59歳（50.5％）で高く、60～89歳

（19.1％）の割合は低い。 

 60～89歳は「健康・福祉に関する情報」「環境に関する情報」「新潟県の施策・行政に関

する情報」「新潟県の組織に関する情報」の割合が高い。 
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【地区別】 

新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。 

（地区別，複数回答） 

観
光
情
報

防
災
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
情
報

子
育
て
に
関
す
る
情
報

環
境
に
関
す
る
情
報

産
業
・
労
働
・
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

に
関
す
る
情
報

新
潟
県
の
施
策
・
行
政

に
関
す
る
情
報

新
潟
県
の
組
織
に
関
す
る

情
報

そ
の
他

無
回
答

下越 （n=24） 45.8% 33.3% 41.7% 20.8% 8.3% 25.0% 25.0% 8.3% 20.8% 20.8% 0.0% 29.2% 

新潟 （n=104） 31.7% 44.2% 49.0% 21.2% 7.7% 7.7% 7.7% 21.2% 10.6% 4.8% 1.0% 22.1% 

中越 （n=85） 49.4% 40.0% 55.3% 20.0% 12.9% 7.1% 11.8% 23.5% 15.3% 4.7% 1.2% 16.5% 

魚沼 （n=32） 40.6% 31.3% 31.3% 21.9% 9.4% 9.4% 18.8% 21.9% 21.9% 6.3% 3.1% 25.0% 

上越 （n=31） 22.6% 32.3% 32.3% 22.6% 9.7% 12.9% 12.9% 9.7% 6.5% 0.0% 3.2% 32.3% 

佐渡 （n=9） 44.4% 44.4% 66.7% 44.4% 22.2% 11.1% 33.3% 22.2% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1% 
 

 

 下越では「観光情報」（45.8％）、「イベント情報」（41.7％）、「防災情報」（33.3％）の割

合が高く、「環境に関する情報」「産業・労働・まちづくりに関する情報」（各25.0％）が

続いている。 

 新潟は「イベント情報」（49.0％）、「防災情報」（44.2％）、「観光情報」（31.7％）の割合

が高い。 

 中越では「イベント情報」（55.3％）、「観光情報」（49.4％）、「防災情報」（40.0％）に続

き、「教育・文化・スポーツに関する情報」（23.5％）が高い割合となっている。 

 魚沼では「観光情報」（40.6％）の割合が最も高く、「防災情報」「イベント情報」（各

31.3％）が続く。「健康・福祉に関する情報」「教育・文化・スポーツに関する情報」「新

潟県の施策・行政に関する情報」（各21.9％）も２割強となっている。 

 上越では「防災情報」と「イベント情報」（各32.3％）の割合が高く、「観光情報」「健

康・福祉に関する情報」（各22.6％）が続いている。 

 佐渡では「イベント情報」（66.7％）に続き「観光情報」「防災情報」「健康・福祉に関す

る情報」（44.4％）の割合が高い。 
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（11）県の広報活動についての意見・提案（自由回答） 
 

問11 県の広報活動について、ご意見・ご提案などがありましたらご自由にお書きください。 

 

 

 県の広報活動について69人から得た意見や提案等を年代別に掲載した。 

 

【20～39歳】 
○ 限られた予算内で良くやっていると思う。さらに効率よくするために、ＪＲＡ新潟競馬場や

アルビレックス新潟、農産物の産地呼称統制（ＡＯＣ）等とからめ、それらを有機的に結

びつけるような企画性を持ってはどうか。（男性・下越） 

○ 観光情報の充実（県内外からの観光客が行ってみたいと思うように）。美味いラーメン屋の

紹介など、若者も興味を持てる内容。（男性・下越） 

○ ①存在そのものを知らない広報誌が多すぎる。例：ネージュ。ＴＶも同様に知らなかった。

広報誌自体の広報が必要なのでは。②ネージュの取り組みは非常に良いと思う。しかし県

議会の動きをもう少し若者に分かりやすい形で伝えられないか。エンターテイメントの記

事が多すぎる。本来なら県政を伝えるためにエンターテイメントを入れるのだと思うが、

本末転倒（20代若者の意見です）。③県民の声をのせられるようなスペースが欲しい。（男

性・新潟） 

○ 県民だより、Ｎ’ａｇｅのデザインをもう少し見やすくしてもらいたい。大きな文字で見や

すくなるのはいいが、全体的にごちゃごちゃした印象をうける。用紙の色（県民だより）

のせいもあるかもしれないが、全体的に沈んだ色合いで、軽やかさに乏しい。色調からく

る印象が寂しさを覚える。（男性・新潟） 

○ Ｎ’ａｓｅのLet’s Enjoy Snow王国NIIGATAのような広告は好きです。（男性・新潟） 

○ 「県民だより」（広報紙）を新聞に折り込んでいるとのことですが、新聞をとっていない世

帯を考えていないのではないかと思われます。従って広報紙は市町村に頼んで、市町村の

広報紙と一緒に配布してもらったらいかがでしょうか。そうすればまんべんなく各世帯に

配布されると思われます。（男性・中越） 

○ 県民だよりの大きさを見やすいようにＡ４版にすべき。紙面が大きすぎて、しかも情報を詰

めすぎている。興味をひく工夫がない。予算との関係もあるのだと思うが、発行回数を増

やし、タイムリーな情報を分かりやすいよう的確に伝えるべき。（男性・中越） 

○ 県民に広く広報活動が知れ渡すように、もっと積極的に活動して欲しいと思います。（男

性・中越） 

○ 県が提供するテレビの放送を全てインパクトのあるコマーシャルにする。企業のＣＭみたく

シリーズ風にしたり、何だろうこのＣＭ？から実は県の広報だったのかなど。見れない人

を多く作る時間帯があるなら、短時間１分くらいのものを何回もしつこく流す。携帯電話

版の情報提供は、パソコンを持っている人や高齢者は見ないと思うので、若者向けにした

方がいいのでは？キャラクター、動画を多く使う。県民だよりで私が最も集中して読めた

のは、県民ボイス。やっぱり身近な人様が何を考えているかは気になるものです。（男性・

中越） 

○ 私達が作成発行している地域の広報紙ですが、何かの参考になれば（ミスプリントの物につ

き、見づらいですが）。（男性・魚沼） 
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○ たくさんの人が見れるように、もっと宣伝してもいいと思う（存在をもっとアピールするべ

き）。（男性・上越） 

○ インターネット、携帯以外にイベント等の情報を得るには、県民だより、ＴＶなのでしょう

か。ＴＶも土日ではなく平日に放送してほしい（金曜日にでも）。そうすれば週末の予定を

立てやすいと思う。（女性・下越） 

○ 「ネージュ」（若者向け広報誌）に力を入れるより、ケータイ版の充実を図る方がいいと思

う。ケータイ版ＨＰの存在をＰＲすべき。テレビ広報は５分と短く、提供している曜日、

時間帯を考えると、あまり見ている人がいないような気がする。夕方のニュース番組のコ

ーナーに入れるなど、もっと人が見るような工夫が必要では？（女性・新潟） 

○ ケータイ、ＰＣを使用しないでも、誰でもがもっと情報を簡単に、分かりやすく得られるよ

うになって欲しいです。（女性・新潟） 

○ 県民だよりは年４回の発行なので、もう少しボリュームがあってもいいような感じがします。

各地のイベント情報がもっと充実すると嬉しいです。（女性・新潟） 

○ もっと読んで得する情報を載せてほしい。時期などに合わせた新潟の情報。（女性・新潟） 

○ 県の広報活動がこんなに幅広くある事を知りませんでした。もっと活動内容が広く知られる

と便利なのかな？と思います。（女性・新潟） 

○ 知事のラジオ番組は全く知りませんでした。家ではＴＶ。車内でも音楽を聴いているので、

ラジオはほとんど聞きません。ラジオに出演するよりも、ＴＶに出演した方がたくさんの

人に伝わるのではないでしょうか？（女性・中越） 

○ 「Ｎ’ａｇｅ」を初めてじっくり読みましたが、とても楽しいものでした。新潟県になじみ

の深い平原綾香さんの記事だったという事もあり、とても興味深かったです。これからも

楽しみにしています。（女性・中越） 

○ こんなもんだろうという感じ。もともとあまり期待していない。（女性・魚沼） 

○ 都会では「車椅子地図」や「ベビーカー地図」など作られています。主なショッピング街や

レジャー施設付近を階段のある場所、ベビーベッドのあるトイレ、休憩所の有無などで身

障者や小さい子を持つ親の立場に立って作られています。国体会場も「こんな工夫がして

いますよ」というものを載せてみてはどうでしょう？障害があっても、小さい子を連れて

いても安心していける国体であって欲しい。（女性・魚沼） 

○ 字が小さくて読みづらい。（女性・上越） 

○ 「Ｎ’ａｇｅ」はオシャレな感じだと思いますが、芸能関係のチラシ（新曲発表とか？）と

勘違いをして、逆に手に取られないような人もいるかもしれません。若者向けの試みとし

ては良いと思っています。これから国体などをひかえ「トッキッキ」の出番が誌上増える

かと思います。私は女性運動や平等などの活動をしているわけではありませんが、周りか

らも色々な声が聞こえてくるので…。「なぜオスが聖火（？）を持っているのか？二羽でそ

れぞれ持てばいいのに。」男女共同参画は国の法律と聞いていますが、私達の暮らし全てに

関係してくるものなら、県の組織全て（男女平等の課だけでなく、色々な部署、末端ま

で）にもその考えがあてはまれば良いと思います。機構を生かして、色んな場所で平等な

社会を目指す県であるという事をアピールしてもらいたいです。トッキッキの絵は変更で

きないのでしょうから、セリフを入れたりなどの工夫で国体の時、全国の誰からも批判さ

れる事のないように、ぜひお願いします。（女性・上越） 
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【40～59歳】 
○ ”県民だより”はもっと発行回数を増やすべき。年４回の発行では情報も古くなるし、１回

の発行では情報量が多すぎて何が１番伝えたい情報なのかが分からない。もっとアピール

するべき情報に重点を置いて、回数を多く発行すべきと思います。携帯電話板のホームペ

ージの情報は防災緊急性の高いものだけにしても良いと思う。（男性・新潟） 

○ 一般的な情報については、市町村に任せてはどうか。（男性・新潟） 

○ 新潟県は割と広報活動を積極的にやっておられると思っております。これから明るい話題と

して、国体、サミット、天地人、デスティネーション等の機会がありますが、それをどれ

だけ活かせるか、広報活動にも期待しています。今後、ＡＮＡの福岡便、佐渡・小木航路、

北陸新幹線等のマイナス要因もございますが、県民一体となって知恵をしぼっていかなけ

ればいけないと思っています。アルビでサッカーも成功し、朱鷺という象徴的な存在で環

境問題も進展することを願っています。（男性・新潟） 

○ 今回の情報に関して全く知らないのが現状でした。（男性・新潟） 

○ 必要な時にホームページを見ている。（男性・中越） 

○ 必要な情報を分かりやすく提供して欲しいが、経費削減も考えていかないといけない。新潟

県でのブロードバンドは進んでいるのかよく分かりませんが、画像等を利用した物にし、

誰もが見れる環境の整備にも力を入れて欲しい。（男性・中越） 

○ 新潟県（新潟市）は特色がないので、魅力ある県（市）作りを目指して欲しいと思います。

そうすれば広報する内容も充実すると思います。（男性・中越） 

○ ＴＶの広報が１番効果的と思います。ですから、問５のＴＶ番組の紹介のＣＭなど作成した

らどうでしょうか？（男性・中越） 

○ 私は県の広報関係はあまり見ません。見る時間が少ないため、新聞（新潟日報）で県内の情

報を得るか、スタンドなどにある道路マップなどから情報を知るぐらいです。（男性・中

越） 

○ 魚沼市民の私にとっては、県民だよりは遠い。新潟市の人たちのものという意識があったが、

今回魚沼地域版があり、身近に感じ嬉しかった。（男性・魚沼） 

○ 県民だよりについて、年４回でこの程度の情報量ですが、これが広報活動と言えるのか疑

問？やらなければいけないということから無理してやっている事業で、真に意味があるか、

今一度検討の余地が多分にあると思う。率直に言って必要ないと思う。これにかかる費用

も大きいと思うので、もっと別のことに使って欲しい。（男性・上越） 

○ 真面目に重々しくやるのもいいのだが、ほとんど見ない。内容はしっかりしたものにしなが

らも、紹介の仕方をもっとソフトに、取り付きやすいものにすると良い（お笑いの人を広

報マンにして、紹介していくと良い）。県の情報（災害情報やイベント情報等）をメーリン

グリストに登録した者に配信してもらえると、より県の事に関心がわく。（男性・佐渡） 

○ ラジオ、パソコンもなく、ＴＶや広報誌で情報を得るしかありませんが、ＴＶの時間帯が今

回お知らせいただいた時間には見ることができない時間ばかりなので、朝や夜にも放送し

ていただければ（大変なことと思いますが）、必ず見るという習慣に自分自身なるのだろう

なと思いました。（女性・新潟） 

○ 地方紙の情報は目に留まりやすい。市報はよく見るので、その中に県のコーナーが新設され

ても良いように思われる。（女性・新潟） 

○ トキめき新潟国体の開会式、閉会式についての情報がない。中高生の参加の有無など知らせ
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て欲しい。（女性・新潟） 

○ 初めてゆっくり県民だよりを読みました。多くの課？の情報を無理やり入れただけの感じが

します。かえって読みにくくなっているのではないでしょうか？色合い、紙面づくりなど

もっとセンスの良いものが良いと思います。（女性・新潟） 

○ 配布手段が新聞折込だけで良いのか？（特に市報にいがた）市役所、連絡所などにも配置し

てあるが…。フリーペーパーなど、カラー刷りまで必要なのか。内容があまりない。情報

が多すぎても見ないという声も周りには多い。むしろ実生活の方に使って欲しい（除雪、

公園の管理等）。（女性・新潟） 

○ テレビ番組、ラジオ番組の時間帯を再検討していただいて、より多くの方が見聞きできるよ

うにしたら良いかと思います。例：私個人としては朝８：45～９：00（平日）出勤前、

17：30～17：50（日曜）退社後にラジオを聞いています。土曜日やお休みの日は９「00～

10：00くらい、午後だと12：00～14：00までの間だとＴＶを見たりできます。方法でこう

ゆうこと、内容を伝えているということをもっと多くの人に伝える努力をして欲しい。今

回同封の県民だよりとネージュを読んでみて、ネージュの方が読みやすく分かりやすいと

思いました。（女性・新潟） 

○ 県民だよりの開き方について。４ページ目が表紙になった方が開きやすいように感じます。

カラーを適度に使い、とてもきれいだと思います。（女性・新潟） 

○ 内容が難しそうで見ないことが多い。子供にも理解できそうな内容があってもいいのでは？

（女性・中越） 

○ 県民だよりはカラーで見やすく、分かりやすい。紙面にゆとりがあり、読みやすい。（女

性・中越） 

○ 県民だよりは新聞に折込なので読んでいますが、「ネージュ」は今回初めて知りました。コ

ンビニはほとんど利用しません。（女性・中越） 

○ 地域では有名な物でも（行事とか有名人…）、県全体での有名な物となると、なかなか上手

に宣伝できていないように思われるので、もっともっと何か全国的に県のアピールできる

ものが伝えられるようになると良いと思います。最近ＴＶなどでもケンミンショウとか

色々ありますが、なぜか新潟県は宣伝下手な感じがします。もっと皆で誇れる物（人でも

…）を伝えていきましょう！（女性・中越） 

○ 県民だより…色を使いすぎ（レイアウト）ていて、読みにくい。（女性・魚沼） 

 

【60～89歳】 
○ 男女地位平等（男女共同参画社会基本法）が制定されているが、まだまだ男社会。今こそ働

く女性の立場を考えて女性を立てるべき。男だけでは何もできない。今の世の中は企業を

優先し、働く者の給料が安いので、結婚しても子供を産む事ができない。企業優先だけで

なく、働く者が安心して働いて暮らせるような世の中にしてもらいたい。知事にお願いし

ます。ワーキングプアーを増やさないで欲しい。新潟市は政令都市になってすばらしいと

思う。他の各市町村も見習って欲しい。これからの子供、孫に楽しみのある人生を送らせ

るために、知事に頑張って欲しいです。（男性・下越） 

○ 県民だよりについて！！苦言。①活字の大きさがまちまちで読みづらい。②レイアウトがご

ちゃごちゃしすぎる。③なぜか紙面を一べつして読む気にならない。（男性・下越） 

○ 新聞に折り込まれる大量の商社広告、情報過多に辟易して「県民だより」「市民だより」は

あまり読んでいません。県の政策に期待できない面もあります。（男性・新潟） 
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○ 「県民だより」がカラー刷りであるが、モノクロでも内容は理解できる。無駄な予算を使う

べきでない。県の広報の組織、システムの内容は知らないので意見はできないが、民間企

業のように専門家を置き、一元的、効率的かつ機能的に行ったら良いと思う。異動で配属

された素人の職員に高度な企画を求めても無理があり、限度があると思う。（男性・新潟） 

○ 市報に比べ身近に思えないためか、見ようとする機会が少ない。ただし新聞掲載の県の広報

はよく見ています。新聞の折り込みチラシが多すぎるため、一緒に中を改めず捨ててしま

うことがある。（男性・新潟） 

○ 県民だよりは文字が小さく、高齢者にとっては読みづらい。発行回数を増やし、内容をしぼ

る。（男性・新潟） 

○ パソコンも携帯電話もありません。（男性・新潟） 

○ 県民だよりはカラーで良いのですが、ゴチャゴチャしていて感心しない。同色を使っている

所が多くあり、汚い。読みづらい。色合いが悪い。（男性・中越） 

○ ①情報過多、またはダブリが多いので、つい避けてしまいます。老人になりますと、特にそ

う言えそうです。若者一般向けの欄はあまり見たくなくなりますので、「老人向け必読の

欄」などあれば見ること間違いないと思います。②多色刷りはきれいですが、見づらいで

す。特に強く目立つようにするのに用いるのが普通でしょう。全体に多色刷りにするのは

良くないようです。③特別な囲いものに特色の色を用いるのはなぜでしょうか（子育て欄

はピンク、教育はグリーン、空色とか…）。（男性・中越） 

○ 詳細についてはホームページで、○○はホームページで、が昨今あらゆる媒体に氾濫してい

る。しかしながら納税等で義務を等しく負いながら、パソコンのない人、もてない人を情

報の過疎に追いやりながらドンドン前に進む現状には疑問を持っている。（男性・魚沼） 

○ 広報活動は良い事と思います。が、携帯電話も持っていない有様です。情報は多くあればそ

れが良い事だけではありません。情報量が少しでも、内容が問題だと思います。その点お

考えの上お願いしたいと思います。（男性・魚沼） 

○ 県民だよりの色数（地色）が多く、読みにくい。もっとすっきりとした面にして欲しい。

（男性・魚沼） 

○ 県民だよりを読んでいつも思うのですが、内容が充実していて誠にいい便りです。欲を言う

と、活字が小さくて（年を重ね眼が弱くなったためです）、読むのが面倒くさくなり読み飛

ばすことがあります。それとカラーがたくさん使われていて重点がぼやける感じがします。

初めの頃の県民だよりは２ヶ月に１回の発行だったと思いますが、よく読んだものです。

読む人は華やかでなくても読むし、読まない人は工夫しても読まないのではないでしょう

か。若い人はパソコンや携帯をうまく使いこなしているので、これを利用して県政をＰＲ

するのは誠にいいと思います。（女性・下越） 

○ 今の知事さんはよくやっています。意欲的で、思いやりもあるようですので感心しています。

是非ずっと知事になってください。（女性・下越） 

○ この度の県民だより、ありがとうございました。（女性・新潟） 

○ 外国、県外からの多くの観光客が来るような魅力ある県の広報にして欲しい。（女性・新

潟） 

○ 県民だよりをよく見ています。同じ新潟市のことでも、市の中心から離れている場所の人た

ちは色々なことを見ても、遠いため行けない場合があります。何とか考えてもらえたらと

思います。（女性・新潟） 
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○ 携帯電話もパソコンも使っていませんので、やっぱり新聞、テレビで情報を受けています。

忙しいので思うように時間も取れず、県の提供番組も見ていないで残念に思いました。（女

性・中越） 

○ ホームページとか携帯電話を私は必要としないし、それで情報を得たいとは思わない。携帯

電話は一応子供から持たされているが、受信以外はほとんど使っていない。県の情報は新

聞とか県民だよりで知る事にしています。私の場合あまり必要でもない、なくても済むパ

ソコンは使う事もないと思っているので、今の世の中何でもパソコンといわれると不思議

です。携帯もこんな小さな画面に写してまで情報を得たいと思わないので、ここから情報

は不必要と思っています。とにかく新潟日報などは、まさに新潟の情報紙だと感じていま

す。新潟県民になり、もうすぐ２年になりますが、一時全国紙に変えた新聞をまた日報に

して、色々の情報を得ているのが私の状況です。（女性・中越） 

○ 中越沖地震で、私の町内７軒の中３軒が全壊とのこと。２軒の方が仮設に入っております。

寒い中大変だと思います。（女性・中越） 

○ 以前のような小冊子の形になったらと思います。記事はいっぱい載っているのですが、シル

バーの年齢ですと少々読みづらく感じます。申し訳ございません、勝手を言いまして。（女

性・魚沼） 

○ 分からない。（女性・上越） 
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２．男女共同参画社会について  

（1）「男女共同参画社会基本法」の認知状況 
 

問１ あなたは、「男女共同参画社会基本法」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

あなたは、「男女共同参画社会基本法」を知っていますか。
（n=285）

聞いたことは
あるが、

内容までは
知らなかった

47.0%

内容を
知っている

19.6%

知らない
29.5%

無回答
3.9%

 
「男女共同参画社会基本法」とは 

  国では、男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、

その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を21世紀の最重要課

題の１つと位置付け、平成11年6月に、標記法律を制定しました。 

 

 「聞いたことはあるが、内容までは知らなかった」が47.0％であり、「内容を知ってい

る」は19.6％、「知らない」が29.5％となっている。 
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②回答者の属性別 

あなたは、「男女共同参画社会基本法」を知っていますか。

19.6

21.1

18.2

15.5

22.4

20.2

25.0

19.2

18.8

15.6

25.8

11.1

47.0

48.6

45.5

40.5

49.5

50.0

33.3

51.0

45.9

46.9

41.9

66.7

29.5

28.2

30.8

42.9

27.1

20.2

33.3

26.9

31.8

31.3

32.3

11.1

3.9

2.1

5.6

1.2

0.9

9.6

8.3

2.9

3.5

6.3

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

内容を知っている 聞いたことはあるが、
内容までは知らなかった

知らない 無回答

 

 

 男女別に見ると、「内容を知っている」「聞いたことはあるが、内容までは知らなかっ

た」はいずれも男性の方が高い割合となっている。 

 年代別に見ると、「内容を知っている」の割合は、40～59歳（22.4％）と60～89歳

（20.2％）では２割を超えたが、20～39歳（15.5％）はやや低い。また、20～39歳は

「知らない」（42.9％）の割合が高い。 

 地区別に見ると、「内容を知っている」の割合は、下越（25.0％）と上越（25.8％）が２

割を超えている。 
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（2）男女の地位の平等感  
 

問２ 男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものを

お選びください。（○はそれぞれ１つだけ） 

 

①全体 

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとに
あなたのお考えに一番近いものをお選びください。

（n=285）

37.5

52.6

54.7

26.7

51.9

9.8

40.4

36.5

20.0

14.7

37.5

20.4

53.7

22.8

5.3

4.9

4.9

7.7

0.7

3.2

4.9

14.4

12.6

18.2

19.3

18.2

25.3

25.3

6.3

9.8

7.4

8.8

8.8

8.1

6.7

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

①家庭の中で　　　　

②職場の中で　　　　

③社会慣習について　

④法律や制度の面で　

⑤政治経済活動の場で

⑥学校教育の場で　　

⑦地域社会の中で　　

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

 

 

 男女の地位の平等感が最も高いのは『学校教育の場』で、過半数が「平等である」

（53.7％）と回答している。これに続くのは『法律や制度の面』（37.5％）と『家庭の

中』（36.5％）である。 

 『学校教育の場』と『法律や制度の面』以外は「男性の方が優遇されている」の割合が

高い。特に『社会慣習』『職場の中』『政治経済活動の場』の３つは過半数を超えている。 

 また「女性の方が優遇されている」の割合は、いずれの項目も１割を超えるものは見ら

れない。 
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②回答者の属性別 

【①家庭の中で】 

①家庭の中で

37.5

28.2

46.9

45.2

38.3

29.8

45.8

35.6

43.5

25.0

41.9

11.1

36.5

44.4

28.7

41.7

34.6

34.0

25.0

33.7

32.9

50.0

41.9

66.7

5.3

8.5

2.1

3.6

7.5

4.3

7.7

5.9

3.1

3.2

14.4

13.4

15.4

9.5

16.8

16.0

12.5

15.4

15.3

18.8

6.5

11.1

6.3

5.6

7.0

2.8

16.0

16.7

7.7

2.4

3.1

6.5

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（44.4％）の方が女性（28.7％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（46.9％）の割合が男性（28.2％）よりも高

い。 

 年代別に見ると、「平等である」の割合は20～39歳（41.7％）が最も高く、年代が上がる

ほど低下する傾向が見られる。また、「男性の方が優遇されている」の割合も年代が上が

るほど低下する傾向にある。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、魚沼（50.0％）、上越（41.9％）、佐渡

（66.7％）が全体（36.5％）よりも高い。 
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【②職場の中で】 

②職場の中で

52.6

50.7

54.5

57.1

56.1

44.7

50.0

54.8

49.4

56.3

61.3

22.2

20.0

22.5

17.5

20.2

23.4

16.0

8.3

17.3

29.4

12.5

12.9

44.4

4.9

8.5

1.4

10.7

3.7

1.1

8.3

2.9

3.5

12.5

6.5

12.6

11.3

14.0

10.7

12.1

14.9

12.5

13.5

12.9

12.5

9.7

11.1

9.8

7.0

12.6

1.2

4.7

23.4

20.8

11.5

4.7

6.3

9.7

22.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（22.5％）の方が女性（17.5％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（54.5％）の割合が男性（50.7％）よりも高

い。 

 年代別に見ると、いずれの年代も「男性の方が優遇されている」の割合が高い。なお、

20～39歳では「女性の方が優遇されている」（10.7％）が１割を超えている。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、中越（29.4％）と佐渡（44.4％）が全体

（20.0％）よりも高い。 
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【③社会慣習について】 

③社会慣習について

54.7

50.0

59.4

61.9

59.8

42.6

58.3

52.9

49.4

68.8

61.3

44.4

14.7

17.6

11.9

13.1

15.9

14.9

12.5

13.5

16.5

9.4

19.4

22.2

4.9

7.7

2.1

7.1

5.6

2.1

4.2

3.8

4.7

9.4

3.2

11.1

18.2

18.3

18.2

17.9

15.9

21.3

8.3

20.2

24.7

9.4

12.9

11.1

7.4

6.3

8.4

2.8

19.1

16.7

9.6

4.7

3.1

3.2

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（17.6％）の方が女性（11.9％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（59.4％）の割合が男性（50.0％）よりも高

い。 

 年代別に見ると、いずれの年代も「男性の方が優遇されている」の割合が高いが、60～

89歳では「どちらともいえない」（21.3％）や「無回答」（19.1％）も多くなっている。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、中越（16.5％）、上越（19.4％）、佐渡

（22.2％）が全体（14.7％）よりも高い。 
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【④法律や制度の面で】 

④法律や制度の面で

26.7

21.1

32.2

33.3

25.2

22.3

29.2

21.2

28.2

31.3

25.8

55.6

37.5

45.1

30.1

41.7

35.5

36.2

33.3

40.4

40.0

21.9

41.9

33.3

7.7

11.3

4.2

9.5

8.4

5.3

12.5

8.7

7.1

9.4

3.2

19.3

15.5

23.1

15.5

25.2

16.0

8.3

19.2

18.8

34.4

19.4

8.8

7.0

10.5

5.6

20.2

16.7

10.6

5.9

3.1

9.7

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（45.1％）の方が女性（30.1％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（32.2％）の割合が男性（21.1％）よりも高

い。 

 年代別に見ると、「平等である」の割合は20～39歳（41.7％）が高い。「男性の方が優遇

されている」「女性の方が優遇されている」は年代が上がるほど割合が低下する傾向が見

られる。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、新潟（40.4％）、中越（40.0％）、上越

（41.9％）が全体（37.5％）よりも高い。 
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【⑤政治経済活動の場で】 

⑤政治経済活動の場で

51.9

49.3

54.5

57.1

61.7

36.2

41.7

54.8

48.2

53.1

54.8

66.7

20.4

25.4

15.4

22.6

19.6

19.1

25.0

19.2

24.7

18.8

12.9

11.1

0.7

0.7

0.7

0.9

1.1

1.2

3.2

18.2

16.9

19.6

20.2

14.0

21.3

8.3

16.3

21.2

21.9

22.6

11.1

8.8

7.7

9.8

3.7

22.3

25.0

9.6

4.7

6.3

6.5

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（25.4％）の方が女性（15.4％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（54.5％）の割合が男性（49.3％）よりも高

い。 

 年代別に見ると、「平等である」の割合は20～39歳（22.6％）が高い。「男性の方が優遇

されている」の割合は40～59歳（61.7％）で高くなっている。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、下越（25.0％）と中越（24.7％）が全体

（20.4％）よりも高い。 
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【⑥学校教育の場で】 

⑥学校教育の場で

9.8

8.5

11.2

9.5

13.1

6.4

8.3

11.5

10.6

6.3

9.7

53.7

58.5

49.0

53.6

57.0

50.0

41.7

51.9

62.4

43.8

51.6

66.7

3.2

4.2

2.1

4.8

2.8

2.1

1.9

3.5

6.3

3.2

25.3

21.1

29.4

32.1

24.3

20.2

25.0

26.0

18.8

40.6

25.8

22.2

8.1

7.7

8.4

2.8

21.3

20.8

8.7

4.7

3.1

9.7

11.1

4.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（58.5％）の方が女性（49.0％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（11.2％）、「どちらともいえない」

（29.4％）の割合が男性よりも高い。 

 年代別に見ると、いずれの年代も過半数が「平等である」と回答しており、40～59歳

（57.0％）の割合が高い。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、中越（62.4％）と佐渡（66.7％）が全体

（53.7％）よりも高い。 
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【⑦地域社会の中で】 

⑦地域社会の中で

40.4

36.6

44.1

39.3

46.7

34.0

29.2

40.4

34.1

53.1

45.2

66.7

22.8

29.6

16.1

22.6

22.4

23.4

33.3

18.3

28.2

18.8

22.6

11.1

4.9

5.6

4.2

7.1

4.7

3.2

5.8

2.4

9.4

6.5

25.3

21.8

28.7

31.0

23.4

22.3

20.8

27.9

30.6

15.6

22.6

6.7

6.3

7.0

2.8

17.0

16.7

7.7

4.7

3.1

3.2

11.111.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

男性の方が
優遇されている

平等である 女性の方が
優遇されている

どちらとも
いえない

無回答

男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものをお選び
ください。

 

 

 男女別に見ると、「平等である」の割合は、男性（29.6％）の方が女性（16.1％）よりも

高い。女性は「男性の方が優遇されている」（44.1％）、「どちらともいえない」

（28.7％）の割合が男性よりも高い。 

 年代別に見ると、いずれの年代も「平等である」の割合は２割を超えている。40～59歳

で「男性の方が優遇されている」（46.7％）の割合が高い。 

 地区別に見ると、「平等である」の割合は、下越（33.3％）と中越（28.2％）が全体

（22.8％）よりも高い。 
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（3）「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」の認知状況 
 

問３ あなたは、「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」を知ってい

ますか。（○は１つだけ） 

 

①全体 

あなたは、
「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」を

知っていますか。
（n=285）

無回答
3.9%

知らない
73.7%

内容まで
知っている

3.2%

聞いたことはある
が、内容までは
知らなかった

19.3%

 

 

「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」とは 

県では、次のような取組を行なっている、または行う意欲のある企業等を支援するた

め、平成18年７月に登録制度を設けました。平成19年12月現在のハッピー・パートナー

企業は78社です。 

・ 働き方を見直し、男女が共に働きやすい職場環境づくりの取組 

・ 仕事と家庭・その他の活動が両立できるようにするための取組 

・ 女性の能力を活かすための取組 

 

 

 「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」については、「知らな

い」が73.7％となっている。 

 「内容まで知っている」は3.2％、「聞いたことはあるが、内容までは知らなかった」が

19.3％となっている。 
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②回答者の属性別 

あなたは、
「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」を

知っていますか。

3.2

2.8

3.5

3.6

2.8

3.2

4.2

1.9

4.7

6.5

19.3

26.1

12.6

10.7

21.5

24.5

12.5

19.2

23.5

15.6

16.1

22.2

73.7

69.0

78.3

85.7

74.8

61.7

75.0

74.0

70.6

78.1

77.4

66.7

3.9

2.1

5.6

0.9

10.6

8.3

4.8

1.2

6.3

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

内容まで知っている 聞いたことはあるが、
内容までは知らなかった

知らない 無回答

 

 

 男女別に見ると、「聞いたことはあるが、内容までは知らなかった」の割合は、男性

（26.1％）の方が女性（12.6％）よりも高い。女性は「知らない」（78.3％）の割合が男

性よりも高い。 

 年代別に見ると、「聞いたことはあるが、内容までは知らなかった」の割合は年代が上が

るほど上昇する傾向が見られ、60～89歳（24.5％）の割合が最も高い。20～39歳では

「知らない」（85.7％）が８割を超えている。 

 地区別に見ると、上越で「内容まで知っている」（6.5％）の割合が最も高くなっている。 

 



 

 60 

３．新潟県民会館へのネーミングライツ導入について 

（1）新潟県民会館にネーミングライツを導入することへの賛否 
 

問１ 新潟県民会館にネーミングライツを導入することについてどのようにお考えになります

か。（○は１つだけ） 

 

①全体 

新潟県民会館にネーミングライツを導入すること
についてどのようにお考えになりますか。

（n=285）

条件付きで
賛成である

33.3%

賛成である
41.4%

反対である
10.2%

どちらでも
ない
11.2%

無回答
3.9%

 
 

～ネーミングライツ（命名権：Naming Rights）とは～ 

スポーツ・文化施設などの通称名に、企業名などを冠する権利のことです。県の施設等

に関するネーミングライツをスポンサー企業に与えることで、県は協賛金を得ることがで

きます。県の施設では、すでに２施設において導入されていて、その協賛金は施設の維持

管理費用等として使われます。 

○ 東北電力ビッグスワンスタジアム（新潟スタジアム） 

   契約期間３年 契約料年額１億２千万 

○ ダイエープロビスフェニックスプール（新潟県立長岡屋内総合プール） 

契約期間５年 契約料年額１千万円 

※括弧内は正式名称 

● また、現在県道へのネーミングライツ導入についての検討も行われていますが、もしも

導入されることになった場合、協賛金は道路の維持管理費用とする予定です。 

～新潟県民会館について～ 

新潟県民会館は、昭和39年の新潟地震に対する全国からの暖かい義援金などを基に、地

震からの復興を記念して昭和42年に建設され、今年で40周年を迎える公共ホールです。 

これまで、多彩な芸術文化活動の発表の場、鑑賞機会の提供の場として長く親しまれて

おり、本県の文化振興を担ってきた象徴的な施設です。 
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 新潟県民会館にネーミングライツを導入することについては、「賛成である」が41.4％、

「条件付きで賛成である」が33.3％、「反対である」が10.2％、「どちらでもない」が

11.2％となっており、賛成派（「賛成である」と「条件付きで賛成である」の合計）が７

割強を占めている。 

 

②回答者の属性別 

新潟県民会館にネーミングライツを導入すること
についてどのようにお考えになりますか。

41.4

46.5

36.4

40.5

42.1

41.5

37.5

39.4

38.8

53.1

45.2

44.4

33.3

32.4

34.3

33.3

37.4

28.7

20.8

42.3

35.3

15.6

25.8

33.3

10.2

7.7

12.6

8.3

10.3

11.7

16.7

9.6

11.8

12.5

3.2

11.2

11.3

11.2

17.9

7.5

9.6

8.3

6.7

11.8

15.6

22.6

11.1

3.9

2.1

5.6

2.8

8.5

16.7

1.9

2.4

3.1

3.2

11.1

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体　　
（n=285）

【男女別】

男性　　
（n=142）

女性　　
（n=143）

【年代別】

20～39歳
（n=84） 

40～59歳
（n=107）

60～89歳
（n=94） 

【地区別】

下越　　
（n=24）

新潟　　
（n=104）

中越　　
（n=85）

魚沼　　
（n=32）

上越　　
（n=31）

佐渡　　
（n=9）

賛成である 条件付きで
賛成である

反対である どちらでもない 無回答

 

 

 男女別に見ると、「賛成である」（男性46.5％、女性36.4％）の割合は男性の方が高く、

「反対である」（男性7.7％、女性12.6％）は女性の方がやや高い。 

 年代別に見ると、40～59歳で「条件付きで賛成である」（37.4％）の割合が高くなってい

る。 

 地区別に見ると、魚沼で「賛成である」（53.1％）の割合が高い。 
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（2）賛成の条件 ～条件付き賛成の場合～ 
 

＜問１で②と回答した（条件付きで賛成である）方にお聞きします。＞ 

問２ どのような条件であれば賛成ですか。（○はいくつでも） 

 

①全体 

どのような条件であれば賛成ですか。
（n=95，複数回答）

34.7

44.2

56.8

6.3

1.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

通称名に『県民会館』の文字が　
入るならよい　　　　　　　　　

公共ホールであるため公共性の　
ある企業等ならよい　　　　　　

協賛金を県民会館の整備・運営に
使えるならよい　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

 

 新潟県民会館にネーミングライツを導入することに賛成する条件として、「協賛金を県民

会館の整備・運営に使えるならよい」（56.8％）が最も多く回答された。「公共ホールで

あるため公共性のある企業ならよい」が44.2％、「通称名に『県民会館』の文字が入るな

らよい」が34.7％となっている。 

 

 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「協賛金を県民会館の整備・運営に使えるならよい」（男性47.8％、女

性65.3％）と「通称名に『県民会館』の文字が入るならよい」（男性26.1％、女性

42.9％）は女性の方が高い割合となっている。「公共ホールであるため公共性のある企業

ならよい」（男性47.8％、女性40.8％）の割合は男性の方が高い。 

 年代別に見ると、「協賛金を県民会館の整備・運営に使えるならよい」の割合は、年代が

上がるほど上昇する傾向が見られる。40～59歳で「通称名に『県民会館』の文字が入る

ならよい」（47.5％）の割合が高くなっている。 

 該当者の総数が95人と少ないため、標本誤差が大きく、地区別での傾向や特徴を捉える

のは困難である。地区別については表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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【男女別】 

どのような条件であれば賛成ですか。
（男女別，複数回答）

26.1

47.8

47.8

6.5

0.0

42.9

40.8

65.3

6.1

2.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

通称名に『県民会館』の文字が　
入るならよい　　　　　　　　　

公共ホールであるため公共性の　
ある企業等ならよい　　　　　　

協賛金を県民会館の整備・運営に
使えるならよい　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　 男性
（n=46）

女性
（n=49）

 
 

【年代別】 

どのような条件であれば賛成ですか。
（年代別，複数回答）

17.9

46.4

46.4

14.3

3.6

47.5

40.0

57.5

5.0

0.0

33.3

48.1

66.7

0.0

0.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

通称名に『県民会館』の文字が　
入るならよい　　　　　　　　　

公共ホールであるため公共性の　
ある企業等ならよい　　　　　　

協賛金を県民会館の整備・運営に
使えるならよい　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　
20～39歳
（n=28）

40～59歳
（n=40）

60～89歳
（n=27）

 
 

【地区別】 どのような条件であれば賛成ですか。（地区別，複数回答） 

下越 新潟 中越 魚沼 上越 佐渡

（n=5） （n=44） （n=30） （n=5） （n=8） （n=3）

 通称名に『県民会館』の文字が入るならよい 20.0% 31.8% 36.7% 40.0% 62.5% 0.0% 

 公共ホールであるため公共性のある企業等
 ならよい

60.0% 59.1% 30.0% 0.0% 25.0% 66.7% 

 協賛金を県民会館の整備・運営に使えるなら
 よい

40.0% 50.0% 63.3% 80.0% 75.0% 33.3% 

 その他 0.0% 4.5% 6.7% 40.0% 0.0% 0.0% 

 無回答 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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（3）賛成理由 
 

＜問１で①、②と回答した（賛成である）方にお聞きします。＞ 

問３ 「賛成である」理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

①全体 

「賛成である」理由は何ですか。
（n=213，複数回答）

86.4

23.9

21.6

2.3

5.2

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

協賛金により税金から支出されている県民会館の
管理費用の一部をまかなうことができるから　　

ネーミングライツ募集（新たな施設名）により　
県民会館の知名度があがるから　　　　　　　　

新たな名称により、親しみのあるものとなるから

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 新潟県民会館にネーミングライツを導入することに賛成する理由として、「協賛金により

税金から支出されている県民会館の管理費用の一部をまかなうことができるから」

（86.4％）が最も多くあげられた。「ネーミングライツ募集（新たな施設名）により県民

会館の知名度があがるから」（23.9％）、「新たな名称により、親しみのあるものとなるか

ら」（21.6％）がそれぞれ２割強となっている。 

 

②回答者の属性別 

 男女別に見ると、「協賛金により税金から支出されている県民会館の管理費用の一部をま

かなうことができるから」（男性91.1％、女性81.2％）と「新たな名称により、親しみの

あるものとなるから」（男性24.1％、女性18.8％）は男性の方が高い割合となっている。 

 年代別に見ると、40～59歳で「協賛金により税金から支出されている県民会館の管理費

用の一部をまかなうことができるから」（90.6％）と「ネーミングライツ募集（新たな施

設名）により県民会館の知名度があがるから」（28.2％）の割合がやや高くなっている。 

 地区別に見ると、下越と魚沼で「協賛金により税金から支出されている県民会館の管理

費用の一部をまかなうことができるから」の割合が比較的高い。 
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【男女別】 

「賛成である」理由は何ですか。
（男女別，複数回答）

91.1

24.1

24.1

0.9

3.6

81.2

23.8

18.8

4.0

6.9

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

協賛金により税金から支出されている県民会館の
管理費用の一部をまかなうことができるから　　

ネーミングライツ募集（新たな施設名）により　
県民会館の知名度があがるから　　　　　　　　

新たな名称により、親しみのあるものとなるから

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

男性
（n=112）

女性
（n=101）

 
 

【年代別】 

「賛成である」理由は何ですか。
（年代別，複数回答）

80.6

19.4

22.6

3.2

8.1

90.6

28.2

23.5

2.4

3.5

86.4

22.7

18.2

1.5

4.5

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

協賛金により税金から支出されている県民会館の
管理費用の一部をまかなうことができるから　　

ネーミングライツ募集（新たな施設名）により　
県民会館の知名度があがるから　　　　　　　　

新たな名称により、親しみのあるものとなるから

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20～39歳
（n=62）

40～59歳
（n=85）

60～89歳
（n=66）

 
 

【地区別】 「賛成である」理由は何ですか。（地区別，複数回答） 

下越 新潟 中越 魚沼 上越 佐渡

（n=14） （n=85） （n=63） （n=22） （n=22） （n=7）

 協賛金により税金から支出されている県民会館の
 管理費用の一部をまかなうことができるから

92.9% 82.4% 88.9% 90.9% 86.4% 85.7% 

 ネーミングライツ募集（新たな施設名）により
 県民会館の知名度があがるから

14.3% 24.7% 27.0% 27.3% 9.1% 42.9% 

 新たな名称により、親しみのあるものとなるから 14.3% 21.2% 23.8% 22.7% 22.7% 14.3% 

 その他 7.1% 2.4% 1.6% 4.5% 0.0% 0.0% 

 無回答 7.1% 7.1% 3.2% 4.5% 4.5% 0.0% 
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（4）反対理由 
 

＜問１で③と回答した（反対である）方にお聞きします。＞ 

問４ 「反対である」理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

①全体 

「反対である」理由は何ですか。
（n=29，複数回答）

62.1

34.5

72.4

6.9

0.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

義援金で建設された施設の名称に特定の企業
の名称はつけることはふさわしくないから　

県民会館という名称に長年親しんできたから

県民会館のホールが特定の企業のもののよう
な印象を受けるから　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 新潟県民会館にネーミングライツを導入することに反対する理由として、「県民会館のホ

ールが特定の企業のもののような印象を受けるから」（72.4％）が最も多く回答された。

「義援金で建設された施設の名称に特定の企業の名称はつけることはふさわしくないか

ら」が62.1％、「県民会館という名称に長年親しんできたから」が34.5％となっている。 

 

 

②回答者の属性別 

 該当者の総数が29人と少ないため、標本誤差が大きく、属性別で傾向や特徴を捉えるの

は困難である。図表のみの掲載とし、コメントは差し控える。 
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【男女別】 

「反対である」理由は何ですか。
（男女別，複数回答）

36.4

36.4

63.6

9.1

0.0

77.8

33.3

77.8

5.6

0.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

義援金で建設された施設の名称に特定の企業
の名称はつけることはふさわしくないから　

県民会館という名称に長年親しんできたから

県民会館のホールが特定の企業のもののよう
な印象を受けるから　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　
男性
（n=11）

女性
（n=18）

 
 

【年代別】 

「反対である」理由は何ですか。
（年代別，複数回答）

28.6

14.3

85.7

14.3

0.0

63.6

45.5

72.7

9.1

0.0

81.8

36.4

63.6

0.0

0.0

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

義援金で建設された施設の名称に特定の企業
の名称はつけることはふさわしくないから　

県民会館という名称に長年親しんできたから

県民会館のホールが特定の企業のもののよう
な印象を受けるから　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　
20～39歳
（n=7）

40～59歳
（n=11）

60～89歳
（n=11）

 
 

【地区別】 「反対である」理由は何ですか。（地区別，複数回答） 

下越 新潟 中越 魚沼 上越 佐渡

（n=4） （n=10） （n=10） （n=4） （n=1） （－）

 義援金で建設された施設の名称に特定の企業の
 名称はつけることはふさわしくないから

50.0% 80.0% 60.0% 50.0% 0.0% － 

 県民会館という名称に長年親しんできたから 0.0% 40.0% 50.0% 25.0% 0.0% － 

 県民会館のホールが特定の企業のもののような
 印象を受けるから

50.0% 70.0% 80.0% 75.0% 100.0% － 

 その他 25.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% － 

 無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% － 
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（5）新潟県民会館の通称名のネーミングライツ導入に関する意見・提案（自由回答） 
 

問５ 新潟県民会館の通称名のネーミングライツ導入について、他にご意見・ご提案がありま

したら、ご自由にお書きください。 

 

 新潟県民会館の通称名のネーミングライツ導入について61人から得た意見や提案等を年代別に

掲載した。 

 

【20～39歳】 
○ 県民会館のネーミングライツのみでなく、他の文化イベント等にも協力していただける企業

が良いと思う（パチンコ、サラ金等は絶対ダメ）。世界的な（外資も含む）企業を誘致する。

県の広報、営業活動に期待します。（男性・下越） 

○ 企業ＣＭと管理費の縮小を図れることから、とても良いことだと思います。ただ、数年で名

前が次々と変わりすぎるのはいかがなものかと思います。（男性・下越） 

○ ネーミングライツは問題になっている。なりそうな企業には与えるべきではありません。グ

ッドウィル、フルキャスト等がいい例です。しかしその基準作り（県民に見える形）は難

しいと思いますが、やはり新潟に本社があり、過去20年以内に不祥事がなかった会社が適

当かと思いますが。（男性・新潟） 

○ 企業選定を重要に。（男性・新潟） 

○ ビッグスワンのように県民に愛称を募集したりして親しみやすい愛称を企業名に付け加えた

方が良い。（男性・新潟） 

○ 名前の改称の前に集客できる目玉イベント等の確立が必要。（男性・新潟） 

○ あまり好ましくないですが、スポンサーのようなものなので、仕方ないと思います。（男

性・新潟） 

○ 新潟県の企業は全国区ではネームが弱い印象がある。維持費をまかなってくれるという点で

ネーミングライツは賛成と回答したが、そうした産業面での影響も考慮し、これからも積

極的に行って欲しい。（男性・中越） 

○ すでに導入されている２施設の現状、導入しての良い面や悪い面があれば知りたい。できれ

ば新潟に愛着があったり、長期契約してくれる企業があればいい。毎年毎年名前が変わっ

てくるようでは困る。契約してくれる企業に、何種類か名前（企業名＋短縮形愛称）を出

してもらい、県民に選んでもらえたら、企業と県民につながりが出でくるのではないか？

（男性・中越） 

○ ネーミングライツにして今までと変わりなく市民よりの運営になるなら大いに賛成です。

（男性・魚沼） 

○ 通称名を変えることで、県民が分からなくなったり（場所とか、存在とか）、カタカナが多

くて読みづらかったり、覚えられなかったり、そういうことだけはやめて欲しい。県民が

覚えやすく、親しみやすい通称名なら反対はしない。（男性・上越） 

○ 命名権を得る企業がきちんと法令遵守しているかチェックする機能が必要である。（男性・

上越） 

○ 企業にも県にもメリットがあるならば、どんどんやってもいいと思う。でもデメリットがあ

るなら、それを提示して県民の意見をもっと聞いた方がいいと思う。（女性・下越） 
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○ ”県民会館”という名称は堅い感じがするので、導入することで名称が変わることに抵抗は

ないです。（女性・新潟） 

○ ネーミングライツ導入が県民全ての人が知るくらいじゃないとダメだと思います。（女性・

新潟） 

○ 「県民会館」の名が古くから親しまれていますが、ネーミングライツにより県外の方からも

知名度が上がるといいですね。ネーミングライツは新しい建物というイメージがあります

が、既存の建物にもできるんですね。りゅーとぴあや朱鷺メッセに押され気味（勝手なイ

メージ）ですが、新潟のコンサートといえば県民会館。新しい名前でリフレッシュするの

もいいと思います。（女性・新潟） 

○ 協賛金を得ることはいいことだが、名称に企業名を入れるのは格好悪い。（女性・新潟） 

○ ネーミングライツで新しい施設名に変わると、それがどこの県のどういう施設かが分かりに

くい。協賛金を得る事はいいけど、契約期間が切れてもまた新しい企業名などになってし

まうと、いつまでたっても名称を覚えてもらえないと思う。（女性・新潟） 

○ 新潟県民会館に実際に導入される事になっても、施設の目的などは変わらないと思うが、復

興を記念して建設されたものなら、なおさら今のままで良いのではないかと感じます。（女

性・中越） 

○ 県民会館のみならず、どんどん導入してよいと思います。企業名が様々挙げられれば、県内

（外）の県をバックアップしている企業がどんなところがあるのかも知る事ができるので

…。安易な導入はできないかもしれませんが、導入のシステムがしっかりと確立すれば、

良い方向へ進んでいけると思います。（女性・中越） 

○ 通称名が変わると分からない人もたくさんいると思う。皆が分かりやすいようにして欲しい

と思う。せっかく大きな施設があるのだから、有効に利用して欲しい。（女性・中越） 

○ 管理費用不足から県民会館が老朽していくよりも、ネーミングライツを導入し、いつでも誰

もが利用しやすい建物であり続けることが「県民会館」として県民に認知され、利用され、

親しまれるのではないかと考えます。ですが県民会館自体が県民の建物であることのアピ

ールも必要になるのではないでしょうか？（女性・魚沼） 

○ いまいちよく分からない。今までそんなのがあったのも知らなかったし、メリットがあれば

いいけれど、メリット、デメリットが何かも分からないので何とも言えない。（女性・上

越） 

 

【40～59歳】 
○ 朱鷺メッセに押され、利用が減っているのではないかと思う。話題性もあり、再認識の良い

機会になるのでは。（男性・新潟） 

○ 幅広い年齢層の人にも親しみやすくて分かりやすい名前が良いと思う（アルファベットを並

べただけだったりすること）。（男性・新潟） 

○ 公共施設→公→堅苦しい、というイメージがある。民の発想を取り入れた、堅苦しくない施

設への転換が望ましい。県民会館、新潟スタジアムなどに限定せず、「県庁」にも取り入れ

てはどうか。（男性・新潟） 

○ 賛成の面もあり、また反対の面もあり、どちらとも言えない。（男性・新潟） 

○ 県民会館通称名を残して、○○○県民会館の方が良いと思う。（男性・新潟） 

○ 特にないが、協賛金により税負担を少しでも軽くしていただきたい。（男性・中越） 
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○ 協賛金をいただける企業としては、県内企業もしくは新潟県に拠点のある企業が優先される

ことが望ましい。ただ協賛金が高いからの判断とならないよう願いたい。（男性・中越） 

○ 合理的に考えられる事業は民間の一般企業で実行できる考えでどんどん推進されても構わな

いと思います。（男性・中越） 

○ ＯＫ！（男性・中越） 

○ 何でも収入になることであれば、やるべきと思える。（男性・魚沼） 

○ ビッグスワンが東北電力ビッグスワンになったのが記憶に新しいが、もっと広範囲に企業に

募っても良いのではないのか。（男性・上越） 

○ 協賛金はとても必要なものですし、どの団体がされているか知るありがたさもあると思いま

す。又、カタカナ（和製英語）の方が色々な年代の人にも分かりやすく、親しみもわくと

思います。是非進めるべきです。（女性・新潟） 

○ 「県民」の文字を削除する事。（例）○○ガスアカデミックホール、○○通信ふれあい会館。

（女性・新潟） 

○ 数年単位で名称が変わるのは好ましくないので、ある程度中長期的な契約でなければと思う。

道路の看板を書き換えるのも税金である。（女性・新潟） 

○ 最近公共施設に必ず通称名をつけているが（朱鷺メッセ、みなとぴあ、りゅーとぴあ、ほん

ぽーと等）、地元に住んでいれば何を指しているか分かるが、利用する機会の少ない人には

かえって分かりにくいのではないか。むやみやたらに通称名をつけるのはいかがなものか

と思う。（女性・新潟） 

○ ネーミングライツ検討の前に今後県民会館はどうなるのか知りたい（古いし、隣にりゅーと

ぴあがある）。今のままでは企業はつかないと思う。（女性・新潟） 

○ 県民会館の使用料金を安くして下さい。（女性・新潟） 

○ 今後もネーミングライツを進めて欲しい。（女性・中越） 

○ 問３の①の通り、条件付で賛成ですが、その条件とは「スポンサー企業と全く癒着がないこ

と」です。（女性・魚沼） 

 

【60～89歳】 
○ 企業に不平等が起きた時の対応についても決めておく必要がある。（男性・新潟） 

○ パチンコ店とか飲食店（チェーン）等の商業企業のネーミングは禁止すればよい。（男性・

新潟） 

○ 県と市で競争で施設を作っているように思える。施設の数を制限し、地域に調和したものに

してもらいたい。国体のために作っても、いずれ赤字を生み出すことになる。市の施設を

手直しし、再利用する等、無駄をなくしてもらいたい。（男性・新潟） 

○ カタカナ（英語）のネーミングばかり増えているので、子供から年寄りまで理解できるさわ

やかなネーミングが望ましい。（男性・新潟） 

○ 企業の宣伝となるようなネーミングは好ましくない。（男性・新潟） 

○ 道路は分かります。公園、森林、広場にも使用はどうか。国道、高速道路で県外より県外に

入った折、すぐ新潟県だと分かる看板、花とか雰囲気で分かるように考えてはどうですか。

（男性・中越） 

○ 導入したら他の県の会館（美術館や博物館）などなど導入するのではないか？もっと他のこ
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とを考えるように。（男性・中越） 

○ ネーミングにあまりカタカナ文字が多くない方が良い。（男性・中越） 

○ 若い頃、催し物は新潟公会堂で行われており、合唱コンクールに初めて参加したのも公会堂

でした。新潟地震の後、全国の皆様のあたたかい真心をもとに新潟県民会館ができた時の

感激は今も忘れません。新潟県民会館はこれからも「新潟県民会館」であって欲しい。名

は体を表す、です。一県民としての願いです。（女性・下越） 

○ 70歳以上になっても県民会館というと種々の歌声や、会館に接した想い出が浮かんで参りま

す。地方にいると、年々新潟まで交通機関を乗り継いで行けなくなってきました。今以上

の老人になっても想い出は大きく広がります。ですから県民会館の名称は横文字はダメで

あります。（女性・新潟） 

○ 未来に希望の持てる企業名がいいと思います。（女性・新潟） 

○ 公私混同を避けたい。県のシンボルとして県で責任を持って毅然として管理できればと願う。

（女性・新潟） 

○ 財政面からだけ考えて賛成したわけでもありません。どんな施設でも管理費など多額の資金

が必要ですが、これを公費でという考えを見直して、受益者にもう少し負担というのも必

要と思います。どこでも財政難の事は分かっているのですから、県民会館のみならず色々

の施設で利用者の負担を増やして、夕張のようにならないようにと願うものです。（女性・

中越） 

○ 新しい名称にこだわる意味ではないが、なぜ横文字が良いのかな？と思っています。かつて

金沢へ旅行した時と思います。うん？どこへ来たのだろう、みんな横文字で我々老人には

意味不明だなあ…。なぜ日本の文字を使わないのか…と言われ、私も同感したものです。

「古い世代はカット」ということでしょうか。県民という老若世代…次世代は日本語不要

時代になるのでしょうか？（女性・中越） 

○ 導入賛成します。（女性・中越） 

○ 県民会館へは昔よく行きました。懐かしい思い出がいっぱいあるところです。どうかいつま

でも建物が存在しますよう祈っております。（女性・魚沼） 

○ ①私のように高齢で主人の力を借りて生活をしている者は、アンケートは無理です。②新潟

県の行政は、下越中心であって上越は効果はない。（女性・上越） 
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【単純集計表】 
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性別 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性 142 49.8

2 女性 143 50.2

合計 285 100.0  
 

年代 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 20～39歳 84 29.5

2 40～59歳 107 37.5

3 60～89歳 94 33.0

合計 285 100.0
 

 

居住地区 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 下越 24 8.4

2 新潟 104 36.5

3 中越 85 29.8

4 魚沼 32 11.2

5 上越 31 10.9

6 佐渡 9 3.2

合計 285 100.0
 

 

【Ⅰ 県の広報について】 

問１ 県では、県政に関する様々な情報をお知らせする広報誌「県民だより」を年４回（４月、

７月、10月、１月）発行し、各世帯に新聞折り込み等で配布しています。 

「県民だより」をご覧いただいていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 よく読む　　　　　 75 26.3

2 時々読む 129 45.3

3 ほとんど読まない 62 21.8

4 存在を知らなかった 18 6.3

無回答 1 0.4

読む・計（よく読む＋時々読む） 204 71.6

合計 285 100.0
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問２ 同封の「県民だより」を読んで、どのように感じましたか。 

ア～エの項目ごとにお答えください。 

ア）読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 読みやすい 71 24.9

2 どちらかというと読みやすい 133 46.7

3 どちらかというと読みづらい 58 20.4

4 読みづらい 8 2.8

5 わからない 13 4.6

無回答 2 0.7

読みやすい・計（読みやすい＋どちらかというと読みやすい） 204 71.6

読みづらい・計（どちらかというと読みづらい＋読みづらい） 66 23.2

合計 285 100.0  

 

イ）文章の分かりやすさ（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 わかりやすい 95 33.3

2 どちらかというとわかりやすい 137 48.1

3 どちらかというとわかりづらい 31 10.9

4 わかりづらい 5 1.8

5 わからない 13 4.6

無回答 4 1.4

わかりやすい・計（わかりやすい＋どちらかというとわかりやすい） 232 81.4

わかりづらい・計（どちらかというとわかりづらい＋わかりづらい） 36 12.6

合計 285 100.0  

 

ウ）紙面のレイアウト（割付）（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 よい 88 30.9

2 どちらかというとよい 116 40.7

3 どちらかというとよくない 40 14.0

4 よくない 15 5.3

5 わからない 22 7.7

無回答 4 1.4

よい・計（よい＋どちらかというとよい） 204 71.6

よくない・計（どちらかというとよくない＋よくない） 55 19.3

合計 285 100.0  
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エ）掲載している情報量（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 多い 27 9.5

2 どちらかというと多い 42 14.7

3 ちょうどよい 153 53.7

4 どちらかというと少ない 36 12.6

5 少ない 7 2.5

6 わからない 19 6.7

無回答 1 0.4

多い・計（多い＋どちらかというと多い） 69 24.2

少ない・計（どちらかというと少ない＋少ない） 43 15.1

合計 285 100.0
 

 

問３ 県では、今年度から若者向け広報誌「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」を発行しています。

「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」を知っていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 知っているし、読んだことがある 15 5.3

2 知っているが、読んだことはない 28 9.8

3 知らない 239 83.9

無回答 3 1.1

知っている・計 43 15.1
　（知っているし、読んだことがある＋知っているが、読んだことはない）

合計 285 100.0
 

 

＜問４については、２０代、３０代の方にお聞きします＞ 

 ※４０代以上の方は問５へおすすみください。  

問４ 同封の「Ｎ’ａｇｅ（ネージュ）」を読んで、どのように感じましたか。 

ア～エの項目ごとにお答えください。 

ア）読みやすさ（字の大きさ、文字間、行間など）（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 読みやすい 30 35.7

2 どちらかというと読みやすい 34 40.5

3 どちらかというと読みづらい 3 3.6

4 読みづらい 2 2.4

5 わからない 10 11.9

無回答 5 6.0

読みやすい・計（読みやすい＋どちらかというと読みやすい） 64 76.2

読みづらい・計（どちらかというと読みづらい＋読みづらい） 5 6.0

該当者合計 84 100.0
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イ）文章の分かりやすさ（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 わかりやすい 29 34.5

2 どちらかというとわかりやすい 35 41.7

3 どちらかというとわかりづらい 2 2.4

4 わかりづらい 3 3.6

5 わからない 10 11.9

無回答 5 6.0

わかりやすい・計（わかりやすい＋どちらかというとわかりやすい） 64 76.2

わかりづらい・計（どちらかというとわかりづらい＋わかりづらい） 5 6.0

該当者合計 84 100.0  

 

ウ）紙面のレイアウト（割付）（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 よい 39 46.4

2 どちらかというとよい 20 23.8

3 どちらかというとよくない 5 6.0

4 よくない 4 4.8

5 わからない 11 13.1

無回答 5 6.0

よい・計（よい＋どちらかというとよい） 59 70.2

よくない・計（どちらかというとよくない＋よくない） 9 10.7

該当者合計 84 100.0
 

 

エ）掲載している情報量（○はひとつ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 多い 3 3.6

2 どちらかというと多い 6 7.1

3 ちょうどよい 30 35.7

4 どちらかというと少ない 6 7.1

5 少ない 5 6.0

6 わからない 27 32.1

無回答 7 8.3

多い・計（多い＋どちらかというと多い） 9 10.7

少ない・計（どちらかというと少ない＋少ない） 11 13.1

該当者合計 84 100.0
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問５ 県が提供するテレビ番組「県からのお知らせ」「ほっとホット新潟」「週刊県政ナビ」を

知っていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 知っているし、よく見る 26 9.1

2 知っているが、時々見る程度 96 33.7

3 知っているが、ほとんど見ない 104 36.5

4 知らない 56 19.6

5 無回答 3 1.1

見る・計 122 42.8
 　（知っているし、よく見る＋知っているが、時々見る程度）

知っている・計 226 79.3
 　（知っているし、よく見る＋知っているが、時々見る程度＋知っているが、ほとんど見ない）

合計 285 100.0  

 

問６ 知事が、県の取り組みや魅力などを紹介するラジオ番組「独占！ごきげんアワー『知事

の時間です』」「新潟ステキ再発見」に出演していますが、これらの番組を知っています

か。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 知っているし、よく聞いている 14 4.9

2 知っているが、時々聞く程度 45 15.8

3 知っているが、ほとんど聞かない 36 12.6

4 知らない 187 65.6

無回答 3 1.1

聞く・計 59 20.7
 　（知っているし、よく聞いている＋知っているが、時々聞く程度）

知っている・計 95 33.3
 　（知っているし、よく聞いている＋知っているが、時々聞く程度＋知っているが、ほとんど聞かない）

合計 285 100.0  

 

問７ パソコン版の新潟県ホームページ（http://www.pref.niigata.lg.jp/）をご覧いただい

ていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 よく見る　　　　　 5 1.8

2 時々見る 32 11.2

3 ほとんど見ない 86 30.2

4 存在を知らなかった 47 16.5

5 インターネットを使っていない 86 30.2

無回答 29 10.2

見る・計（よく見る＋時々見る） 37 13.0

合計 285 100.0  
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問８ 新潟県のホームページ（パソコン版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。 

（○はいくつでも） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 観光情報 112 39.3

2 防災情報 76 26.7

3 イベント情報 135 47.4

4 健康・福祉に関する情報 84 29.5

5 子育てに関する情報 37 13.0

6 環境に関する情報 49 17.2

7 産業・労働・まちづくりに関する情報 54 18.9

8 教育・文化・スポーツに関する情報 80 28.1

9 新潟県の施策・行政に関する情報 68 23.9

10 新潟県の組織に関する情報 23 8.1

11 その他 3 1.1

無回答 68 23.9

合計 285 100.0  
 

問９ 携帯電話版の新潟県ホームページ（http://www.pref.niigata.jp/m/index.html）をご覧

いただいていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 よく見る 0 0.0

2 時々見る 6 2.1

3 ほとんど見ない 53 18.6

4 存在を知らなかった 159 55.8

5 携帯電話を使っていない 36 12.6

無回答 31 10.9

見る・計（よく見る＋時々見る） 6 2.1

合計 285 100.0  
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問10 新潟県のホームページ（携帯電話版）で、見たい（知りたい）情報は何ですか。 

（○はいくつでも） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 観光情報 110 38.6

2 防災情報 112 39.3

3 イベント情報 134 47.0

4 健康・福祉に関する情報 62 21.8

5 子育てに関する情報 29 10.2

6 環境に関する情報 28 9.8

7 産業・労働・まちづくりに関する情報 37 13.0

8 教育・文化・スポーツに関する情報 56 19.6

9 新潟県の施策・行政に関する情報 40 14.0

10 新潟県の組織に関する情報 17 6.0

11 その他 4 1.4

無回答 63 22.1

合計 285 100.0  
 

 

【Ⅱ 男女共同参画社会について】 

問１ あなたは、「男女共同参画社会基本法」を知っていますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 内容を知っている 56 19.6

2 聞いたことはあるが、内容までは知らなかった 134 47.0

3 知らない 84 29.5

無回答 11 3.9

合計 285 100.0
 

 

問２ 男女の地位の平等について、次の①～⑦の状況ごとにあなたのお考えに一番近いものを

お選びください。（○はそれぞれ１つだけ） 

①家庭の中で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 107 37.5

2 平等である 104 36.5

3 女性の方が優遇されている 15 5.3

4 どちらともいえない 41 14.4

無回答 18 6.3

合計 285 100.0
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②職場の中で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 150 52.6

2 平等である 57 20.0

3 女性の方が優遇されている 14 4.9

4 どちらともいえない 36 12.6

無回答 28 9.8

合計 285 100.0
 

 

③社会慣習について 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 156 54.7

2 平等である 42 14.7

3 女性の方が優遇されている 14 4.9

4 どちらともいえない 52 18.2

無回答 21 7.4

合計 285 100.0  

 

④法律や制度の面で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 76 26.7

2 平等である 107 37.5

3 女性の方が優遇されている 22 7.7

4 どちらともいえない 55 19.3

無回答 25 8.8

合計 285 100.0
 

 

⑤政治経済活動の場で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 148 51.9

2 平等である 58 20.4

3 女性の方が優遇されている 2 0.7

4 どちらともいえない 52 18.2

無回答 25 8.8

合計 285 100.0  
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⑥学校教育の場で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 28 9.8

2 平等である 153 53.7

3 女性の方が優遇されている 9 3.2

4 どちらともいえない 72 25.3

無回答 23 8.1

合計 285 100.0
 

 

⑦地域社会の中で 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 男性の方が優遇されている 115 40.4

2 平等である 65 22.8

3 女性の方が優遇されている 14 4.9

4 どちらともいえない 72 25.3

無回答 19 6.7

合計 285 100.0  

 

問３ あなたは、「ハッピー・パートナー企業（男女共同参画推進企業）登録制度」を知ってい

ますか。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 内容まで知っている 9 3.2

2 聞いたことはあるが、内容までは知らなかった 55 19.3

3 知らない 210 73.7

無回答 11 3.9

合計 285 100.0
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【Ⅲ 新潟県民会館へのネーミングライツ導入について】 

問１ 新潟県民会館にネーミングライツを導入することについてどのようにお考えになります

か。（○は１つだけ） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 賛成である 118 41.4

2 条件付きで賛成である 95 33.3

3 反対である 29 10.2

4 どちらでもない 32 11.2

無回答 11 3.9

賛成・計（賛成である＋条件付きで賛成である） 213 74.7

合計 285 100.0
 

 

＜問１で２と回答した（条件付きで賛成である）方にお聞きします。＞ 

問２ どのような条件であれば賛成ですか。（○はいくつでも） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1 通称名に『県民会館』の文字が入るならよい 33 34.7

2 公共ホールであるため公共性のある企業等ならよい 42 44.2

3 協賛金を県民会館の整備・運営に使えるならよい 54 56.8

4 その他 6 6.3

無回答 1 1.1

該当者合計 95 100.0
 

 

＜問１で１、２と回答した（賛成である）方にお聞きします。＞ 

問３ 「賛成である」理由は何ですか。（○はいくつでも） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1
協賛金により税金から支出されている県民会館の管理費用の一部を
まかなうことができるから

184 86.4

2
ネーミングライツ募集（新たな施設名）により県民会館の知名度が
あがるから

51 23.9

3 新たな名称により、親しみのあるものとなるから 46 21.6

4 その他 5 2.3

無回答 11 5.2

該当者合計 213 100.0  
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＜問１で３と回答した（反対である）方にお聞きします。＞ 

問４ 「反対である」理由は何ですか。（○はいくつでも） 

№ カテゴリ
回答者数
（人）

割　合
（％）

1
義援金で建設された施設の名称に特定の企業の名称はつけることは
ふさわしくないから

18 62.1

2 県民会館という名称に長年親しんできたから 10 34.5

3 県民会館のホールが特定の企業のもののような印象を受けるから 21 72.4

4 その他 2 6.9

無回答 0 0.0

該当者合計 29 100.0
 

 


